
教　　科 国語 科　　目 現代文B 学年・類型 ３年生文系 履修形態 必修 授業時数 週３時間

使用教科書

副教材等

学　　期

評論一「『自然を守る』ということ」　

評論二「ことばへの問い」　

小論文

小説一「舞姫」

評論三「無常ということ」

評論四「貨幣共同体」

評論五

センター試験問題演習

センター試験問題演習

記述試験問題演習

成績評価方法

〈授業時の反応〉教材の内容に関心を持っているか。範読・音読・指名読みの態度は積極的かなど。
〈授業時の活動〉全文を正しく音読できるか。朗読を聞いて，文章の展開や要旨を的確にとらえることができるか。
　　　　　　　　　　　班ごと話し合う際，意見をまとめて発表することができるかなど。
〈プリント・ノートへの記入・課題提出・小テスト・定期考査・課題考査〉以上を総合的に判断して評価する。

２学期期末考査

３学期

センター試験に向けて，評論・小説・随筆等，さまざまな長文を読むことで，読解力を
養う。

・意欲的に取り組めているか。
・人間・社会・自然・芸術などについての考え方を学び，読解を深め
ることができるか。

記述試験に向けて，評論・小説・随筆等，さまざまな長文を読むことで，読解力と記
述力を養う。

・人間・社会・自然・芸術などについての考え方を学び，読解を深
め，記述力を伸ばすことができるか。

学年末考査

１学期期末考査

２学期

・筆者によって定義される用語の内容を文脈に即して理解する。
・人間の生や文学のあるべき姿についての筆者の考えを理解し，それに対して自分
の考えを深めていく姿勢を養う。
・情景を読み解き，自らの表現に役立てる。

・入試問題を活用して小論文を書き，長文読解問題演習をする。

・教材の内容に関心を持っているか。
・表現上の特色を読み味わい，自らの表現に役立てることができる
か。
・具体例がどのように主張を補強し，論証する役に立っているかを
理解し，読みを深めることができるか。
・基本的な用語や時代背景，関係資料を調べ，知識を深めることが
できるか。

２学期中間考査

・文章の論理展開を確認することで筆者の問題意識に気づく。
・人間・社会のありように対して，批判的にそれを読み解くことを学び，意見や主張を
伝え合う方法について考察する。
・情景をとらえ，物語を味わうとともに，一人称の語りの構造や，幻想文学的な表現
の特色について考察する。
・日常の何気ない行為の中に意味の連関を見出だし，神話や伝説に潜む人間の考
えの原型について考察する。
・入試問題を活用して小論文を書き，長文読解問題演習をする。

・人物の心情や情景を把握して朗読することができるか。
・教材を通読して，文章の展開や要旨を的確にまとめることができ
るか。
・既習の論考と読み比べることで，社会のあり方や人間の生き方に
ついて考えを深め，具体化する方策について考察することができる
か。
・語句の意味・用法を理解しているか。

「寛容は自らを守るために不寛容に対し
て不寛容になるべきか」
小論文

学　　習　　計　　画

単　　元 学　　習　　内　　容 評価の観点

１学期

・論理の展開を逐い，具体例からどのような事実が明らかになっていくか理解する。
・比喩を把握し，人間が置かれている状況について自分なりのことばで表現する。
・作品の時代状況や社会状況をまとめ，その背景を考えて読み味わう。
・作者について調べ，作者の考えをまとめてみる。
・入試問題を活用して，評論文の読解演習をする。

・教材の内容に関心を持っているか。
・筆者の主張を踏まえて，人間・自然について考えを深めることがで
きるか。
・抽象的な論旨において，具体例を想定しながら読むことができて
いるか。
・作品の背景を調べることを通して，作品の読みを深めることができ
るか。

１学期中間考査

・全体を分割して筆者の論理展開を整理し，読みを深める。
・本文を黙読し，また音読し，語句の意味を確認するとともに，文体や表現上の特徴
を理解する。
・『舞姫』という作品全体を通して，近代という時代や，人間の生き方について知識を
広げ，考えを深める。
・視点・立場，またプロットを変えたとき，物語全体がどう変化するかを考察し，自らの
表現に役立てる。
・入試問題を活用して小論文を書き，長文読解問題演習をする。

・範読・音読・指名読みの態度は積極的か。
・朗読を聞きながら情景を的確にとらえ，表現を味わうことができる
か。
・視点や立場を変えてリライトしてみたり，それを相互に発表し合っ
て感想を述べ合ったりすることができるか。
・近代について知識を深め，自らに引き寄せて考察することができ
るか。

筑摩書房『現B337　精選現代文B　改訂版』

ラーンズ『入試につながる現代文』

学習目標
１．近代以降の様々な文章を読む能力を高める。
２．様々な文章を読むことで，ものの見方，感じ方，考え方を深める。
３．進んで表現し読書することによって人生を豊かにする態度を育てる。

授業の進め方,
学習方法

①小説については，舞台設定・構成・文体の特徴をつかみ，登場人物の心理の変化を読み取り，人生についての考えを深める。
②評論では，段落相互の関係をつかみ，論理の展開や要旨を的確に捉えていく。また，具体例とその抽象化・一般化の手法を学ぶ。
新鮮な視点と柔軟な思考で物事を捉え，物事を根本から考える姿勢を学ぶ。
③詩・短歌・俳句などの韻文については，音読や朗読，唱和を通して詩の韻律に親しみ，詩の情景を読み取る。
文体や修辞など表現上の特色を捉え，作者の感動の焦点を明らかにしながら作品を鑑賞する。
④単元の順序・教材の精選は適宜状況に応じて行う。



教　　科 国語 科　　目 現代文B 学年・類型 ３年生理系 履修形態 必修 授業時数 週２時間

使用教科書

副教材等

学　　期

評論一「『自然を守る』ということ」　

評論二「ことばへの問い」　

小説一「舞姫」

評論三「無常ということ」

評論四「貨幣共同体」

評論五

センター試験問題演習

センター試験問題演習

記述試験問題演習
３学期

センター試験に向けて，評論・小説・随筆等，さまざまな長文を読むことで，読解力を
養う。

記述試験に向けて，評論・小説・随筆等，さまざまな長文を読むことで，読解力と記
述力を養う。

学年末考査

成績評価方法

〈授業時の反応〉教材の内容に関心を持っているか。範読・音読・指名読みの態度は積極的かなど。
〈授業時の活動〉全文を正しく音読できるか。朗読を聞いて，文章の展開や要旨を的確にとらえることができるか。
　　　　　　　　　　　班ごと話し合う際，意見をまとめて発表することができるかなど。
〈プリント・ノートへの記入・課題提出・小テスト・定期考査・課題考査〉以上を総合的に判断して評価する。

・意欲的に取り組めているか。
・人間・社会・自然・芸術などについての考え方を学び，読解を深め
ることができるか。

・人間・社会・自然・芸術などについての考え方を学び，読解を深
め，記述力を伸ばすことができるか。

１学期期末考査

２学期

・筆者によって定義される用語の内容を文脈に即して理解する。
・人間の生や文学のあるべき姿についての筆者の考えを理解し，それに対して自分
の考えを深めていく姿勢を養う。
・情景を読み解き，自らの表現に役立てる。

２学期中間考査

・文章の論理展開を確認することで筆者の問題意識に気づく。
・人間・社会のありように対して，批判的にそれを読み解くことを学び，意見や主張を
伝え合う方法について考察する。
・情景をとらえ，物語を味わうとともに，一人称の語りの構造や，幻想文学的な表現
の特色について考察する。
・日常の何気ない行為の中に意味の連関を見出だし，神話や伝説に潜む人間の考
えの原型について考察する。

「寛容は自らを守るために不寛容に対し
て不寛容になるべきか」

２学期期末考査

・教材の内容に関心を持っているか。
・表現上の特色を読み味わい，自らの表現に役立てることができる
か。
・具体例がどのように主張を補強し，論証する役に立っているかを
理解し，読みを深めることができるか。
・基本的な用語や時代背景，関係資料を調べ，知識を深めることが
できるか。

・人物の心情や情景を把握して朗読することができるか。
・教材を通読して，文章の展開や要旨を的確にまとめることができ
るか。
・既習の論考と読み比べることで，社会のあり方や人間の生き方に
ついて考えを深め，具体化する方策について考察することができる
か。
・語句の意味・用法を理解しているか。

学　　習　　計　　画

単　　元 学　　習　　内　　容 評価の観点

１学期

・論理の展開を逐い，具体例からどのような事実が明らかになっていくか理解する。
・比喩を把握し，人間が置かれている状況について自分なりのことばで表現する。
・作品の時代状況や社会状況をまとめ，その背景を考えて読み味わう。
・作者について調べ，作者の考えをまとめてみる。

１学期中間考査

・全体を分割して筆者の論理展開を整理し，読みを深める。
・本文を黙読し，また音読し，語句の意味を確認するとともに，文体や表現上の特徴
を理解する。
・『舞姫』という作品全体を通して，近代という時代や，人間の生き方について知識を
広げ，考えを深める。
・視点・立場，またプロットを変えたとき，物語全体がどう変化するかを考察し，自らの
表現に役立てる。

・教材の内容に関心を持っているか。
・筆者の主張を踏まえて，人間・自然について考えを深めることがで
きるか。
・抽象的な論旨において，具体例を想定しながら読むことができて
いるか。
・作品の背景を調べることを通して，作品の読みを深めることができ
るか。

・範読・音読・指名読みの態度は積極的か。
・朗読を聞きながら情景を的確にとらえ，表現を味わうことができる
か。
・視点や立場を変えてリライトしてみたり，それを相互に発表し合っ
て感想を述べ合ったりすることができるか。
・近代について知識を深め，自らに引き寄せて考察することができ
るか。

筑摩書房『現B337　精選現代文B　改訂版』

ラーンズ『入試につながる現代文』

学習目標
１．近代以降の様々な文章を読む能力を高める。
２．様々な文章を読むことで，ものの見方，感じ方，考え方を深める。
３．進んで表現し読書することによって人生を豊かにする態度を育てる。

授業の進め方,
学習方法

①小説については，舞台設定・構成・文体の特徴をつかみ，登場人物の心理の変化を読み取り，人生についての考えを深める。
②評論では，段落相互の関係をつかみ，論理の展開や要旨を的確に捉えていく。また，具体例とその抽象化・一般化の手法を学ぶ。新鮮な視点と柔軟な思考で物事を捉え，物事を根本から考え
る姿勢を学ぶ。
③詩・短歌・俳句などの韻文については，音読や朗読，唱和を通して詩の韻律に親しみ，詩の情景を読み取る。文体や修辞など表現上の特色を捉え，作者の感動の焦点を明らかにしながら作品を
鑑賞する。
④単元の順序・教材の精選は適宜状況に応じて行う。



教　　科 国語 科　　目 古典 学年・類型 ３年生文系 履修形態 全員履修 授業時数 週３時間

使用教科書

副教材等

学　　期

『大鏡』道真と時平

『無名抄』おもて歌

老子「小国寡民」

韓非子「侵官之害」

『源氏物語』須磨

漢詩　絶句・律詩

『蜻蛉日記』

父の離京

『紫式部日記』

土御門邸の秋

『源氏物語』浮舟

『枕草子』

　二月つごもりころに

　鳥の空音

史伝「廉頗・藺相如」

成績評価方法
定期考査
テスト，課題の提出状況
小テスト

1 『大鏡』の構成と内容，歴史物語としての特色を理解する。
2 作中人物の人間像や心情を読み取り，当時の価値観に触れる。
3 和歌の読解と鑑賞のしかたを身につける。
4 『無名抄』の歌論書としての文学史的な位置を理解する。
5 儒家との相違点を整理しながら，道家思想の概要をつかむ。
6 韓非子の政治観を読み取って儒家との対立点を明らかにし，法家思想の今日的
意義を考える。

・教材に興味をもって学習に取り組んだか。
・語句や文法に注意して本文を現代語訳したか。
・地の文，会話文，和歌のつながりを把握し，文章のリズムを味わっ
たか。
・敬語の意味と用法について理解しているか。
・儒家との相違点を整理しながら，道家思想，』法家思想の概要を
つかめたか。

1 『源氏物語』の内容を深く理解するために，様々な情景や人物の心理を再構成し，
作者の意図を正確かつ豊かに受容できる力を養う。
2 敬語を軸に，登場人物の行動や心情を的確に読み取る力をつける。
3 漢詩の基礎を思い出しつつ，情景を丁寧に読み取りながら，漢詩の世界を味わ
い，楽しむ。

・教材に興味をもって学習に取り組んだか。
・語句や文法に注意して本文を現代語訳したか。
・地の文，会話文，和歌のつながりを把握し，文章のリズムを味わっ
たか。
・敬語の意味と用法について理解しているか。
・平安朝女流文学の流れを理解し，文学史的な位置づけについて
理解を深めているか。
・漢詩の基本的事項を理解しているか。

1 日記文学としての『蜻蛉日記』の特色を理解し，作者の深い自己凝視の姿勢や心
情を理解する。
2 地の文，会話文，和歌のつながりを読み取る。
3 秋の土御門邸の情景がどのように描写されているかをとらえ，作者の繊細な感覚
に触れる。

・教材に興味をもって学習に取り組んだか。
・語句や文法に注意して本文を現代語訳したか。
・地の文，会話文，和歌のつながりを把握し，文章のリズムを味わっ
たか。
・敬語の意味と用法について理解しているか。
・平安朝女流文学の流れを理解し，文学史的な位置づけについて
理解を深めているか。

既習事項をふまえ，様々な古典文学を読解する実践力を養う。
既習事項をふまえ，様々な古典文学を読解する実践力を養えた
か。

センター試験問題演習
３学期

学年末考査

１学期期末考査

２学期
２学期中間考査

２学期期末考査

1 それぞれの場面での登場人物の心理や自然の描写を丁寧に読み取り，作品世界
を読み味わう。
2 平安時代の宮中の様子や女房の生活について理解し，作者の鋭い感性を共感を
もって味わう。
3 作品の背景となる作者と社会とのかかわりを意識しながら，作者の生き方や人生
観に触れる。

・教材に興味をもって学習に取り組んだか。
・語句や文法に注意して本文を現代語訳したか。
・地の文，会話文，和歌のつながりを把握し，文章のリズムを味わっ
たか。
・敬語の意味と用法について理解しているか。
・平安朝女流文学の流れを理解し，文学史的な位置づけについて
理解を深めているか。

学　　習　　計　　画

単　　元 学　　習　　内　　容 評価の観点

１学期
１学期中間考査

数研出版（古Ｂ３４３）『古典Ｂ　古文編』／数研出版（古Ｂ３４４）『古典Ｂ　漢文編』

数研出版『体系古典文法』／京都書房『漢文学習必携　二訂版』／浜島書店『古文単語パレット３４５』／ラーンズ「入試につながる古文」「入試につながる漢文」

学習目標

１．様々な教材を取り上げ，幅広く学習することで，古典の内容を的確に捉え，理解する力を高め，古典に用いられている語句の意味や用法，表現上の特色や構造への理解，文章に表れた思想や
感情の読み取りなどを通して，国語についての認識を高め，言語感覚を養う。
２．優れた表現に親しみ，特に日本と中国の文化の関係を考える。
３．古典に表れたその時代の思想や感情に触れ，自らのものの見方，感じ方，考え方を豊かにするとともに，古典に親しむ態度を身に付ける。

授業の進め方,
学習方法

講義形式，問題演習



教　　科 国語 科　　目 古典 学年・類型 ３年生理系 履修形態 全員履修 授業時数 週２時間

使用教科書

副教材等

学　　期

『無名抄』おもて歌

老子「小国寡民」

『源氏物語』須磨

漢詩　絶句・律詩

『蜻蛉日記』

　父の離京

『紫式部日記』

　土御門邸の秋

『源氏物語』浮舟

『枕草子』

　二月つごもりころに

　鳥の空音

史伝「廉頗・藺相如」

センター試験問題演習

成績評価方法
定期考査
テスト，課題の提出状況
小テスト

1 『大鏡』の構成と内容，歴史物語としての特色を理解する。
2 作中人物の人間像や心情を読み取り，当時の価値観に触れる。
3 和歌の読解と鑑賞のしかたを身につける。
4 『無名抄』の歌論書としての文学史的な位置を理解する。
5 儒家との相違点を整理しながら，道家思想の概要をつかむ。

・教材に興味をもって学習に取り組んだか。
・語句や文法に注意して本文を現代語訳したか。
・地の文，会話文，和歌のつながりを把握し，文章のリズムを味わっ
たか。
・敬語の意味と用法について理解しているか。
・儒家との相違点を整理しながら，道家思想，』法家思想の概要を
つかめたか。

1 『源氏物語』の内容を深く理解するために，様々な情景や人物の心理を再構成し，
作者の意図を正確かつ豊かに受容できる力を養う。
2 敬語を軸に，登場人物の行動や心情を的確に読み取る力をつける。
3 漢詩の基礎を思い出しつつ，情景を丁寧に読み取りながら，漢詩の世界を味わ
い，楽しむ。

・教材に興味をもって学習に取り組んだか。
・語句や文法に注意して本文を現代語訳したか。
・地の文，会話文，和歌のつながりを把握し，文章のリズムを味わっ
たか。
・敬語の意味と用法について理解しているか。
・平安朝女流文学の流れを理解し，文学史的な位置づけについて
理解を深めているか。
・漢詩の基本的事項を理解しているか。

1 日記文学としての『蜻蛉日記』の特色を理解し，作者の深い自己凝視の姿勢や心
情を理解する。
2 地の文，会話文，和歌のつながりを読み取る。
3 秋の土御門邸の情景がどのように描写されているかをとらえ，作者の繊細な感覚
に触れる。

・教材に興味をもって学習に取り組んだか。
・語句や文法に注意して本文を現代語訳したか。
・地の文，会話文，和歌のつながりを把握し，文章のリズムを味わっ
たか。
・敬語の意味と用法について理解しているか。
・平安朝女流文学の流れを理解し，文学史的な位置づけについて
理解を深めているか。

既習事項をふまえ，様々な古典文学を読解する実践力を養う。
既習事項をふまえ，様々な古典文学を読解する実践力を養えた
か。

『大鏡』道真と時平

３学期

学年末考査

１学期期末考査

２学期
２学期中間考査

２学期期末考査

1 それぞれの場面での登場人物の心理や自然の描写を丁寧に読み取り，作品世界
を読み味わう。
2 平安時代の宮中の様子や女房の生活について理解し，作者の鋭い感性を共感を
もって味わう。
3 作品の背景となる作者と社会とのかかわりを意識しながら，作者の生き方や人生
観に触れる。

・教材に興味をもって学習に取り組んだか。
・語句や文法に注意して本文を現代語訳したか。
・地の文，会話文，和歌のつながりを把握し，文章のリズムを味わっ
たか。
・敬語の意味と用法について理解しているか。
・平安朝女流文学の流れを理解し，文学史的な位置づけについて
理解を深めているか。

学　　習　　計　　画

単　　元 学　　習　　内　　容 評価の観点

１学期
１学期中間考査

数研出版（古Ｂ３４３）『古典Ｂ　古文編』／数研出版（古Ｂ３４４）『古典Ｂ　漢文編』

数研出版『体系古典文法』／京都書房『漢文学習必携　二訂版』／浜島書店『古文単語パレット３４５』』／ラーンズ「入試につながる古文」「入試につながる漢文」

学習目標

１．様々な教材を取り上げ，幅広く学習することで，古典の内容を的確に捉え，理解する力を高め，古典に用いられている語句の意味や用法，表現上の特色や構造への理解，文章に表れた思想や
感情の読み取りなどを通して，国語についての認識を高め，言語感覚を養う。
２．優れた表現に親しみ，特に日本と中国の文化の関係を考える。
３．古典に表れたその時代の思想や感情に触れ，自らのものの見方，感じ方，考え方を豊かにするとともに，古典に親しむ態度を身に付ける。

授業の進め方,
学習方法

講義形式，問題演習



教　　科 地歴公民 科　　目 世界史B 学年・類型 3年生・文系 履修形態 選択履修 授業時数 週４時間

使用教科書

副教材等

学　　期

第15章

欧米における工業化と国民国家の形成

第15章

欧米における工業化と国民国家の形成

成績評価方法 定期考査・課題の提出状況・出席状況・授業態度を勘案して，総合的に評価を行う。

・中国分割の危機と辛亥革命，インド，東南アジア，西アジアにおけ
る民族運動の形成に関する基本的な知識を身につけている。
・帝国主義諸国間の覇権争いとしての第一次世界大戦の性格，経
過と影響に関する基本的な知識を身につけている。

第18章　世界戦争の時代

２学期期末考査

３学期

第18章　世界戦争の時代 世界恐慌の背景と各地の対応，ナチスの政治の特徴，ファシズム勢力の台頭，日本
の中国侵略と，中国の対応について理解する。
大戦勃発直前の状況，緒戦における枢軸国軍の勢力拡大と占領地における抵抗，
連合国軍による反撃と終戦にいたる経緯，連合国の主導による戦後処理の内容に
ついて理解する。
東西冷戦体制の成立とその世界化の諸状況，第三勢力形成の展開とその現代史的
意義を理解する。アジア・アフリカ各地における国家の独立とその後の動向を理解す
る。冷戦の緩和，社会主義陣営内での対立，アメリカの地位低下とアジア諸国の経
済成長，南北問題や南南問題，国際経済体制の転換など，多極化の始まる世界の
諸相について理解する。

・第二次世界大戦におけるヨーロッパから太平洋にいたる戦場の広
域化，強制収容所の建設や核兵器の使用といった残虐行為など，
戦争の惨禍に関する基本的な知識を身につけている。
・国際連合を柱とした戦後の国際秩序，ヨーロッパの東西分断と冷
戦体制の確立に関する基本的な知識を身につけている。
・米ソの軍縮条約や西ドイツの東方外交などによる緊張緩和の進
展，ＥＵやＮＡＦＴＡなど先進経済地域の統合化の動きに関する基本
的な知識を身につけている。
・発展途上国間の格差拡大やアラブ世界の分裂，強権支配の後退
や民族紛争の多発など，第三世界内部の変化に関する基本的な
知識を身につけている。

第19章　戦後世界秩序の形成

学年末考査

２学期

第４編　地球世界の形成と課題 帝国主義の背景や特質について，人口移動，社会生活の変容，新たな思想・文化な
ど，様々な側面から理解する。
ヨーロッパ諸国のアフリカ分割や合衆国のカリブ海政策など，欧米列強による世界
分割の様相について理解する。
ワッハーブ派の運動やパン＝イスラーム主義を中心とする，イスラーム世界におけ
る改革運動、オスマン帝国の改革の動向について，西欧化，民族意識の高揚など諸
側面を意識しながら理解する。
イギリスのインド支配の拡大とその特徴，イギリス支配へのインドの抵抗について理
解する。東南アジア各地とオセアニアの植民地化と植民地経営の特徴，東南アジア
での民族運動の動向について理解する。

・オスマン帝国の動揺とタンジマート改革の挫折，アラブの民族運
動，イラン・アフガニスタンの対応に関する基本的な知識を身につけ
ている。
・帝国主義の特色と，帝国主義時代における欧米諸国の国内問題
に関する基本的な知識を身につけている。

第16章　産業資本主義の発展と帝国主義

第17章　アジア諸地域の変革運動

２学期中間考査

第17章　アジア諸地域の変革運動 アヘン戦争から辛亥革命にいたる経緯について，旧体制温存と変革，近代化と排外
主義など対立要素を整理し，日本の勢力拡大や朝鮮半島の植民地化など，東アジ
アの国際秩序の変動について理解する。
第一次世界大戦の背景としての国際的な対立関係，大戦の性格，大戦終結にいた
る経緯，ロシア革命の展開を理解する。
ヴェルサイユ・ワシントン両体制の成立と特徴について理解し，両体制の限界につい
て考察します。大戦後のアメリカ合衆国の社会・経済の繁栄，ヨーロッパ各国の動
向，その違いを理解する。トルコ共和国などを中心に，西アジア地域の国家形成の
動き，インドの独立運動の展開を，ヒンドゥー・ムスリム両教徒の関係を考慮しながら
理解する。

第４編　地球世界の形成と課題

第16章　産業資本主義の発展と帝国主義

１学期期末考査

学　　習　　計　　画

単　　元 学　　習　　内　　容 評価の観点

１学期

第３編　一体化する世界 主権国家体制の成立，宗教改革と対抗宗教改革の動きを，当時の国際関係の中に
位置づけて理解し、ピューリタン革命・名誉革命を通じてイギリスが立憲王政を確立
した過程、フランス絶対王政の展開を考察する。
プロイセンの強国化やロシア台頭の過程とその影響について，当時の国際関係、近
世ヨーロッパの社会の変容，科学革命，主権国家の理論・イギリス経験論・大陸合理
論・啓蒙思想などの諸思想について理解する。
大西洋三角貿易と各地への影響、オランダの植民地経営への転換，北米やインドに
おける英仏の植民地抗争について理解する。
産業革命の背景や展開，産業革命によって新たに発生した諸問題、産業革命の波
及によって成立した世界秩序について，広い視点から理解する。

・15世紀末からヨーロッパ諸国が主権国家体制を築き上げていった
過程に関する基本的な知識を身につけている。
・イギリス，フランス，プロイセンとオーストリアの抗争など，17～18
世紀におけるヨーロッパ諸国の動向に関する基本的な知識を身に
つけている。
・産業革命とその後成立した資本主義体制が世界市場に与えた影
響などに関する基本的な知識を身につけている。

第14章　近世のヨーロッパ

１学期中間考査

アメリカ合衆国独立の過程と独立後の領土拡大、ラテンアメリカ諸国の独立、フラン
ス革命の背景，革命の展開，ナポレオン戦争の展開を理解する。
フランス革命を通じて国民国家の原則がうちだされ，ナポレオンの大陸制圧によって
ヨーロッパにナショナリズムが拡大したことを理解する。
ウィーン体制の成立とその性質、クリミア戦争と東方問題の展開、イギリスやフラン
スの国民国家体制の発展について理解する。
イタリア・ドイツの統一の過程，統一後の動向、ロシアの国内改革、オーストリア，北
欧など大陸諸国の動向について理解する。
南北戦争の背景と結果，南北戦争後の合衆国の社会経済の発展、独立後のラテン
アメリカ社会の特徴や問題について理解する。

・アメリカ独立革命とフランス革命が近代民主政治に与えた影響な
どに関する基本的な知識を身につけている。
・フランスの革命運動を中心に，ウィーン体制を崩壊させたヨーロッ
パ諸国の自由主義や民主主義政治改革の動向に関する基本的な
知識を身につけている。
・ヨーロッパ諸国の国民国家の形成期についての基本的な知識を
身につけている。
・アメリカ合衆国の西部への領土拡張や，南北戦争以後，世界一の
工業国として発展したことに関する基本的な知識を身につけてい
る。

世界史B（東京書籍）

グローバルワイド最新世界史図表（第一学習社）

学習目標

世界の歴史への興味・関心を高め，主体的に探究していく態度を身につける。
世界の歴史の大きな枠組みと流れを，地理的条件や日本の歴史とも関連付けながら理解する。
文化の多様性と現代世界の特質を多角的かつ広い視野から考察し，歴史的思考力を培う。
世界史についての資料を適切に選択し，資料に基づいて考察した結果を適切に表現する力を身につける。
現代社会が直面する諸課題について，歴史的観点から考察し，主体的な追究を通して認識を深める。

授業の進め方,
学習方法

重要語句を暗記する学習に終始するのではなく、世界の歴史の大きな枠組みと流れを理解したうえでそれぞれの事象の位置づけを行うことができるような学習が望ましい。そのために、まずはしっ
かりと教科書の通読を行い、近代史の大きな流れを理解してください。



教　　科 地歴公民 科　　目 世界史B 学年・類型 3年生・理系 履修形態 選択履修 授業時数 週３時間

使用教科書

副教材等

学　　期

第15章

欧米における工業化と国民国家の形成

第15章

欧米における工業化と国民国家の形成

世界史B（東京書籍）

グローバルワイド最新世界史図表（第一学習社）

学習目標

世界の歴史への興味・関心を高め，主体的に探究していく態度を身につける。
世界の歴史の大きな枠組みと流れを，地理的条件や日本の歴史とも関連付けながら理解する。
文化の多様性と現代世界の特質を多角的かつ広い視野から考察し，歴史的思考力を培う。
世界史についての資料を適切に選択し，資料に基づいて考察した結果を適切に表現する力を身につける。
現代社会が直面する諸課題について，歴史的観点から考察し，主体的な追究を通して認識を深める。

授業の進め方,
学習方法

重要語句を暗記する学習に終始するのではなく，世界の歴史の大きな枠組みと流れを理解したうえでそれぞれの事象の位置づけを行うことができるような学習が望ましい。そのために，まずはしっ
かりと教科書の通読を行い，近代史の大きな流れを理解してください。

学　　習　　計　　画

単　　元 学　　習　　内　　容 評価の観点

１学期

第３編　一体化する世界 主権国家体制の成立，宗教改革と対抗宗教改革の動きを，当時の国際関係の中に
位置づけて理解し，ピューリタン革命・名誉革命を通じてイギリスが立憲王政を確立
した過程，フランス絶対王政の展開を考察する。
プロイセンの強国化やロシア台頭の過程とその影響について，当時の国際関係，近
世ヨーロッパの社会の変容，科学革命，主権国家の理論・イギリス経験論・大陸合理
論・啓蒙思想などの諸思想について理解する。
大西洋三角貿易と各地への影響，オランダの植民地経営への転換，北米やインドに
おける英仏の植民地抗争について理解する。
産業革命の背景や展開，産業革命によって新たに発生した諸問題，産業革命の波
及によって成立した世界秩序について，広い視点から理解する。

・15世紀末からヨーロッパ諸国が主権国家体制を築き上げていった
過程に関する基本的な知識を身につけている。
・イギリス，フランス，プロイセンとオーストリアの抗争など，17～18
世紀におけるヨーロッパ諸国の動向に関する基本的な知識を身に
つけている。
・産業革命とその後成立した資本主義体制が世界市場に与えた影
響などに関する基本的な知識を身につけている。

第14章　近世のヨーロッパ

１学期中間考査

アメリカ合衆国独立の過程と独立後の領土拡大，ラテンアメリカ諸国の独立，フラン
ス革命の背景，革命の展開，ナポレオン戦争の展開を理解する。
フランス革命を通じて国民国家の原則がうちだされ，ナポレオンの大陸制圧によって
ヨーロッパにナショナリズムが拡大したことを理解する。
ウィーン体制の成立とその性質，クリミア戦争と東方問題の展開，イギリスやフラン
スの国民国家体制の発展について理解する。
イタリア・ドイツの統一の過程，統一後の動向，ロシアの国内改革，オーストリア，北
欧など大陸諸国の動向について理解する。
南北戦争の背景と結果，南北戦争後の合衆国の社会経済の発展，独立後のラテン
アメリカ社会の特徴や問題について理解する。

・アメリカ独立革命とフランス革命が近代民主政治に与えた影響な
どに関する基本的な知識を身につけている。
・フランスの革命運動を中心に，ウィーン体制を崩壊させたヨーロッ
パ諸国の自由主義や民主主義政治改革の動向に関する基本的な
知識を身につけている。
・ヨーロッパ諸国の国民国家の形成期についての基本的な知識を
身につけている。
・アメリカ合衆国の西部への領土拡張や，南北戦争以後，世界一の
工業国として発展したことに関する基本的な知識を身につけてい
る。

第17章　アジア諸地域の変革運動

２学期中間考査

第17章　アジア諸地域の変革運動 アヘン戦争から辛亥革命にいたる経緯について，旧体制温存と変革，近代化と排外
主義など対立要素を整理し，日本の勢力拡大や朝鮮半島の植民地化など，東アジ
アの国際秩序の変動について理解する。
第一次世界大戦の背景としての国際的な対立関係，大戦の性格，大戦終結にいた
る経緯，ロシア革命の展開を理解する。
ヴェルサイユ・ワシントン両体制の成立と特徴について理解し，両体制の限界につい
て考察します。大戦後のアメリカ合衆国の社会・経済の繁栄，ヨーロッパ各国の動
向，その違いを理解する。トルコ共和国などを中心に，西アジア地域の国家形成の
動き，インドの独立運動の展開を，ヒンドゥー・ムスリム両教徒の関係を考慮しながら
理解する。

第４編　地球世界の形成と課題

第16章　産業資本主義の発展と帝国主義

１学期期末考査

成績評価方法 定期考査・課題の提出状況・出席状況・授業態度を勘案して，総合的に評価を行う。

・中国分割の危機と辛亥革命，インド，東南アジア，西アジアにおけ
る民族運動の形成に関する基本的な知識を身につけている。
・帝国主義諸国間の覇権争いとしての第一次世界大戦の性格，経
過と影響に関する基本的な知識を身につけている。

第18章　世界戦争の時代

２学期期末考査

３学期

第18章　世界戦争の時代 世界恐慌の背景と各地の対応，ナチスの政治の特徴，ファシズム勢力の台頭，日本
の中国侵略と，中国の対応について理解する。
大戦勃発直前の状況，緒戦における枢軸国軍の勢力拡大と占領地における抵抗，
連合国軍による反撃と終戦にいたる経緯，連合国の主導による戦後処理の内容に
ついて理解する。
東西冷戦体制の成立とその世界化の諸状況，第三勢力形成の展開とその現代史的
意義を理解する。アジア・アフリカ各地における国家の独立とその後の動向を理解す
る。冷戦の緩和，社会主義陣営内での対立，アメリカの地位低下とアジア諸国の経
済成長，南北問題や南南問題，国際経済体制の転換など，多極化の始まる世界の
諸相について理解する。

・第二次世界大戦におけるヨーロッパから太平洋にいたる戦場の広
域化，強制収容所の建設や核兵器の使用といった残虐行為など，
戦争の惨禍に関する基本的な知識を身につけている。
・国際連合を柱とした戦後の国際秩序，ヨーロッパの東西分断と冷
戦体制の確立に関する基本的な知識を身につけている。
・米ソの軍縮条約や西ドイツの東方外交などによる緊張緩和の進
展，ＥＵやＮＡＦＴＡなど先進経済地域の統合化の動きに関する基本
的な知識を身につけている。
・発展途上国間の格差拡大やアラブ世界の分裂，強権支配の後退
や民族紛争の多発など，第三世界内部の変化に関する基本的な
知識を身につけている。

第19章　戦後世界秩序の形成

学年末考査

２学期

第４編　地球世界の形成と課題 帝国主義の背景や特質について，人口移動，社会生活の変容，新たな思想・文化な
ど，様々な側面から理解する。
ヨーロッパ諸国のアフリカ分割や合衆国のカリブ海政策など，欧米列強による世界
分割の様相について理解する。
ワッハーブ派の運動やパン＝イスラーム主義を中心とする，イスラーム世界におけ
る改革運動，オスマン帝国の改革の動向について，西欧化，民族意識の高揚など諸
側面を意識しながら理解する。
イギリスのインド支配の拡大とその特徴，イギリス支配へのインドの抵抗について理
解する。東南アジア各地とオセアニアの植民地化と植民地経営の特徴，東南アジア
での民族運動の動向について理解する。

・オスマン帝国の動揺とタンジマート改革の挫折，アラブの民族運
動，イラン・アフガニスタンの対応に関する基本的な知識を身につけ
ている。
・帝国主義の特色と，帝国主義時代における欧米諸国の国内問題
に関する基本的な知識を身につけている。

第16章　産業資本主義の発展と帝国主義



教　　科 地理歴史 科　　目 日本史Ｂ 学年・類型 ３年生・文系 履修形態 選択履修 授業時数 週４時間

使用教科書

副教材等

学　　期

第１章　日本文化のあけぼの

第２章　律令国家の形成

第３章　貴族政治と国風文化

第４章　中世社会の成立

第７章　幕藩体制の展開

第８章　幕藩体制の動揺

詳説日本史 改訂版 日B309

「新編資料日本史」とうほう　「図説日本史通覧」帝国書院　「日本史重要語句Check List」啓隆社

学習目標
我が国の歴史の展開を諸資料に基づき地理的条件や世界の歴史と関連付けて総合的に考察させ、我が国の伝統と文化の特色についての認識を深めさせることによって、歴史的思考力を培い、
国際社会に主体的に生きる日本国民としての自覚と資質を養う。

授業の進め方,
学習方法

日本の歴史の展開、文化と伝統の特色について重点的に取り扱い、歴史的思考力を培って国際社会に主体的に生きることに課題意識を持って、追究していく。

学　　習　　計　　画

単　　元 学　　習　　内　　容 評価の観点

１学期

日本の旧石器時代から縄文時代の生活や文化を遺跡，遺物などを通して理解す
る。

弥生文化の形成と、身分の分化や階級の成立にみられる社会の変化について理解
する。また，ヤマト政権が西日本を中心とした各地の首長の連合体として形成され、
統一国家に向かっていったことと、その政権の特質について理解する。

旧石器時代と縄文時代の人々の生活や社会、文化についての基
本的な事柄を自然条件の変化や大陸とのかかわりと関連付けて理
解し、その知識を身に付けている。
弥生時代から古墳時代の社会の変化や人々の生活、国家の形成
過程についての基本的な事柄を東アジア世界の状況と関連付けて
理解し、その知識を身に付けている。

１学期中間考査

大和朝廷の国内統一と飛鳥に朝廷があった時代，律令体制の成立から奈良時代に
至る政治の動向、および律令に基づく土地と人々に対する統治の体制が整備されて
きたことを理解する。

東アジア世界との関係の変化、地方における支配体制の動揺、公領の変質や荘園
の拡大と武士の台頭などに着目させ、律令体制の変質に伴って摂関政治や院政が
展開したことをする。

大和朝廷による統一から奈良時代までの社会の変化や人々の生
活、文化についての基本的な事柄を、国家形成と律令体制の確立
過程、東アジア世界との交流などと関連付けて理解し、その知識を
身につけている。

平安時代の社会の変化や人々の生活、文化についての基本的な
事柄を、東アジア世界との関係の変化、地方における支配体制の
動揺などと関連付けて理解し、その知識を身につけている。

１学期期末考査

２学期

荘園支配の動向と地方社会のあり方と武士の台頭を関連づけて理解する。また，文
化の面で武士や庶民の生活が反映されたことに着目させ、古代社会の変化の中に
中世社会の萌芽が見られたことを理解する。

武士社会の成立とその成長を鎌倉時代から室町時代にかけてその限界とともに理
解する。また，日本の諸地域の動向に着目し、交通の発達などによって流通経済が
進展したことを理解する。その際、アイヌとの交易や琉球の中継貿易、日民貿易が
日本の貨幣流通に大きな影響を与えたことなど東アジア世界との交流にも留意す
る。

院政と平氏政権から鎌倉幕府の成立・進展・衰退、鎌倉武士と農
村、鎌倉文化についての基本的な事柄を理解し、その知識を身に
つけている。
建武の新政、室町幕府の成立と南北朝の動乱から戦国時代までの
社会の変化や人々の生活、文化についての基本的な事柄を、日本
の諸地域の動向、東アジア世界との交流、庶民の台頭と関連付け
て理解し、その知識を身につけている。

第５章　武家社会の成長

２学期中間考査

第６章　幕藩体制の確立 織豊政権と桃山文化とその歴史的な意味を理解する。

徳川家康から家光に至る治世に確立した幕藩体制と対外関係を構造的にとらえさせ
るとともに，大名等の統制のあり方や鎖国の実態について考える。

文治政治的な傾向を強めた幕府政治が展開されるに至った背景をとらえさせるとと
もに，商品経済の発展が封建制に及ぼした影響を考え，幕政改革の諸相を理解す
る。　また，庶民文化としての江戸期の文化のあり方を理解する。

成績評価方法

１年間の復習

織豊政権から幕藩体制の確立に至る統一過程や支配構造，さらに
は近世初期の文化についての基本的な事柄をヨーロッパ諸勢力と
の接触と鎖国による対外関係と関連付けて理解している。
文治政治への転換と幕政改革の断行，町人文化の形成の特質に
ついての基本的な事柄を欧米列強のアジアへの進出とその影響，
その後の対外関係や支配構造の変化と関連付けて理解している。
幕藩体制の崩壊から中央集権的国家体制の成立にいたる過程に
ついて，基本的な事柄を，世界の動向と関連付けて理解している。

２学期期末考査

３学期

既習事項の定着を目的として，入試問題など演習を行う。 通史，文化史，分野史についての基本的・標準的な知識を身につ
けている。

学年末考査

「考査」を中心に，提出課題，学習への取り組み方などを考慮して総合的に評価する。



教　　科 地理歴史 科　　目 日本史Ｂ 学年・類型 ３年生・理系 履修形態 選択履修 授業時数 週３時間

使用教科書

副教材等

学　　期

第１章　日本文化のあけぼの

第２章　律令国家の形成

第３章　貴族政治と国風文化

第４章　中世社会の成立

第７章　幕藩体制の展開

第８章　幕藩体制の動揺

詳説日本史 改訂版 日B309

「新編資料日本史」とうほう　「図説日本史通覧」帝国書院　「日本史重要語句Check List」啓隆社

学習目標
我が国の歴史の展開を諸資料に基づき地理的条件や世界の歴史と関連付けて総合的に考察させ，我が国の伝統と文化の特色についての認識を深めさせることによって，歴史的思考力を培い，
国際社会に主体的に生きる日本国民としての自覚と資質を養う。

授業の進め方,
学習方法

日本の歴史の展開，文化と伝統の特色について重点的に取り扱い，歴史的思考力を培って国際社会に主体的に生きることに課題意識を持って，追究していく。

学　　習　　計　　画

単　　元 学　　習　　内　　容 評価の観点

１学期

日本の旧石器時代から縄文時代の生活や文化を遺跡，遺物などを通して理解す
る。

弥生文化の形成と，身分の分化や階級の成立にみられる社会の変化について理解
する。また，ヤマト政権が西日本を中心とした各地の首長の連合体として形成され，
統一国家に向かっていったことと，その政権の特質について理解する。

旧石器時代と縄文時代の人々の生活や社会，文化についての基
本的な事柄を自然条件の変化や大陸とのかかわりと関連付けて理
解し，その知識を身に付けている。

弥生時代から古墳時代の社会の変化や人々の生活，国家の形成
過程についての基本的な事柄を東アジア世界の状況と関連付けて
理解し，その知識を身に付けている。

１学期中間考査

大和朝廷の国内統一と飛鳥に朝廷があった時代，律令体制の成立から奈良時代に
至る政治の動向，および律令に基づく土地と人々に対する統治の体制が整備されて
きたことを理解する。

東アジア世界との関係の変化，地方における支配体制の動揺，公領の変質や荘園
の拡大と武士の台頭などに着目させ，律令体制の変質に伴って摂関政治や院政が
展開したことをする。

大和朝廷による統一から奈良時代までの社会の変化や人々の生
活，文化についての基本的な事柄を，国家形成と律令体制の確立
過程，東アジア世界との交流などと関連付けて理解し，その知識を
身につけている。

平安時代の社会の変化や人々の生活，文化についての基本的な
事柄を，東アジア世界との関係の変化，地方における支配体制の
動揺などと関連付けて理解し，その知識を身につけている。

１学期期末考査

２学期

荘園支配の動向と地方社会のあり方と武士の台頭を関連づけて理解する。また，文
化の面で武士や庶民の生活が反映されたことに着目させ，古代社会の変化の中に
中世社会の萌芽が見られたことを理解する。

武士社会の成立とその成長を鎌倉時代から室町時代にかけてその限界とともに理
解する。また，日本の諸地域の動向に着目し，交通の発達などによって流通経済が
進展したことを理解する。その際，アイヌとの交易や琉球の中継貿易，日民貿易が
日本の貨幣流通に大きな影響を与えたことなど東アジア世界との交流にも留意す
る。

院政と平氏政権から鎌倉幕府の成立・進展・衰退，鎌倉武士と農
村，鎌倉文化についての基本的な事柄を理解し，その知識を身に
つけている。
建武の新政，室町幕府の成立と南北朝の動乱から戦国時代までの
社会の変化や人々の生活，文化についての基本的な事柄を，日本
の諸地域の動向，東アジア世界との交流，庶民の台頭と関連付け
て理解し，その知識を身につけている。

第５章　武家社会の成長

２学期中間考査

第６章　幕藩体制の確立 織豊政権と桃山文化とその歴史的な意味を理解する。

徳川家康から家光に至る治世に確立した幕藩体制と対外関係を構造的にとらえさせ
るとともに，大名等の統制のあり方や鎖国の実態について考える。

文治政治的な傾向を強めた幕府政治が展開されるに至った背景をとらえさせるとと
もに，商品経済の発展が封建制に及ぼした影響を考え，幕政改革の諸相を理解す
る。　また，庶民文化としての江戸期の文化のあり方を理解する。

成績評価方法

１年間の復習

織豊政権から幕藩体制の確立に至る統一過程や支配構造，さらに
は近世初期の文化についての基本的な事柄をヨーロッパ諸勢力と
の接触と鎖国による対外関係と関連付けて理解している。
文治政治への転換と幕政改革の断行，町人文化の形成の特質に
ついての基本的な事柄を欧米列強のアジアへの進出とその影響，
その後の対外関係や支配構造の変化と関連付けて理解している。
幕藩体制の崩壊から中央集権的国家体制の成立にいたる過程に
ついて，基本的な事柄を，世界の動向と関連付けて理解している。

２学期期末考査

３学期
既習事項の定着を目的として，入試問題など演習を行う。

通史，文化史，分野史についての基本的・標準的な知識を身につ
けている。

学年末考査

「考査」を中心に，提出課題，学習への取り組み方などを考慮して総合的に評価する。



教　　科 地歴・公民科 科　　目 地理B 学年・類型 ３年生・文系 履修形態 文系選択 授業時数 週４時間

使用教科書

副教材等

学　　期

工業からみた世界

アングロアメリカの工業

ロシアおよび周辺諸国の工業

アジアの工業

その他の国々の工業

日本の工業

世界を結ぶ交通・通信

世界の貿易

人口，村落・都市

生活文化，民族・宗教，国家

現代世界の国家と国家群

現代世界の地誌的考察

　アジア

　アフリカ

　ヨーロッパ

　ロシア

　アングロアメリカ

　ラテンアメリカ

　オセアニア

　両極地方

新詳高等地図(帝国書院)，新詳地理B（帝国書院)

新詳地理資料COMPLETE(帝国書院)，地理統計（帝国書院），ウィニングコンパス地理の整理と演習（とうほう）

学習目標 現代世界の地理的事象を系統地理的，地誌的に考察し，現代世界の地理的認識を養うとともに，地理的な見方や考え方を培い，国際社会に主体的に生きる人としての自覚と資質を養う。

授業の進め方,
学習方法

教科書，副教材を使用しながら，系統的に地理的な学習を進めていく。学習は教室における講義形式を主とするが，適宜グループワークも行う。

学　　習　　計　　画

単　　元 学　　習　　内　　容 評価の観点

１学期

エネルギー・原料資源の生産・分布の偏在性を把握し，生産国と消費国それぞれの
産業構造の特色の傾向と，エネルギー・原料資源の国際的流通の関係を理解する。
工業地域の形成に共通する立地条件を把握し，条件の変化による立地移動を考察
するとともに，世界の工業生産分布の地域性を理解する。

【知識・技能】
世界の資源・産業について系統地理的に理解している。さらに，そ
の知識を事例として取り上げた地域に適用し，地誌的にも理解を深
めている。また，地図や図表から学習内容を読み取る技能を身に
つけている。
【思考・判断・表現】
世界の資源・産業について，多面的・多角的に捉え，現在の国際関
係や将来の世界像についても考察し，その成果を様々な媒体で表
現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
世界の資源・産業について関心と課題意識を高め，意欲的に追究
しようとしている。

１学期中間考査

世界を結ぶ交通や通信について，その発達や特徴について理解する。
グローバリゼーションの進展と世界の貿易や商業・観光業について様々な資料を活
用して理解する。
村落・都市の機能と立地・形態について理解し，世界の村落や都市の形成・発達や
分布に共通性と異質性があることを把握する。
資料・統計を活用し，発展途上国と先進国の視点から人口・食料問題や都市問題の
地域性と課題を理解し，課題解決に向けて考察する。
民族・領土問題の発生地域の共通性と異質性に着目し，その複雑な背景を考察し，
問題解決に果たす国際的取り組みを把握する。
国家群の現状と課題を理解し，それらがグローバリゼーションの進展に果たす役割
について考察する。

【知識・技能】
交通・通信・貿易，人口・村落・都市，民族・宗教・国家について，系
統地理的に理解している。さらに，それらを事例として取り上げた地
域に適用し，地誌的にも理解を深めている。地図や図表から学習
内容を読み取る技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
学習内容について多面的・多角的に捉え，将来のより良い世界像
について考察し，その成果を表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
地球規模化する世界の諸課題に対する関心と課題意識を高め，課
題解決に向けて世界的視野から各地域の環境条件と関連づけて
追究する学習に意欲的に取り組み，国際協力のあり方を探究しよう
としている。

成績評価方法

【知識・技能】
系統地理や地誌の知識・技能を統合し，様々な地理的事象や地域的特性について理解・考察する。また，地図や図表などの資料から，系統地理や地誌の学習内容を読み取る技能を身につける。
【思考・判断・表現】
様々な地理的事象や地域的特性について，多面的・多角的に捉え，考察を深める。地球規模の課題解決に向けての取り組みを把握し，その現状と未来について考察する。それらの成果を様々な
媒体で表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
地理的事象や地域についての関心と課題意識を高め，様々な観点から意欲的に探究しようとしている。

１学期期末考査

２学期

今までに学習してきた系統地理の知識を再構築し，それらを各地域や国家での事例
に適用し，地誌的な理解を深める。
また，系統地理では触れなかった各地域・国家の特色を把握し，より多面的・多角的
に地誌を考察する。

【知識・技能】
学習してきた系統地理の知識・技能を，取り上げる地域に適用し，
地誌的に理解を深めている。また，地図や図表から学習内容を読
み取る技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
取り上げた地域について，多面的・多角的に捉え，他の地域との比
較などを通じて考察を深める。また，その成果を様々な媒体で表現
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
取り上げた地域についての関心と課題意識を高め，意欲的に追究
しようとしている。

２学期中間考査

今までに学習してきた系統地理の知識を再構築し，それらを各地域や国家での事例
に適用し，地誌的な理解を深める。
また，系統地理では触れなかった各地域・国家の特色を把握し，より多面的・多角的
に地誌を考察する。

【知識・技能】
学習してきた系統地理の知識・技能を，取り上げる地域に適用し，
地誌的に理解を深めている。また，地図や図表から学習内容を読
み取る技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
取り上げた地域について，多面的・多角的に捉え，他の地域との比
較などを通じて考察を深める。また，その成果を様々な媒体で表現
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
取り上げた地域についての関心と課題意識を高め，意欲的に追究
しようとしている。

２学期期末考査

３学期

系統地理および地誌についての総合的
探究

系統地理と地誌の知識を統合し，様々な地理的事象について探究する。

【知識・技能】
系統地理と地誌の知識・技能を統合し，様々な地理的事象につい
て理解を深める。地図や図表から学習内容を読み取る技能を深め
る。
【思考・判断・表現】
取り上げた地理的事象や地域について，多面的・多角的に捉え，さ
らに考察を深める。また，その成果を様々な媒体で表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
取り上げた地理的事象や地域についての関心と課題意識を高め，
様々な観点から意欲的に探究しようとしている。

学年末考査



教　　科 地理歴史 科　　目 地理B 学年・類型 ３年生・理系 履修形態 理系選択 授業時数 週３時間

使用教科書

副教材等

学　　期

工業からみた世界

アングロアメリカの工業

ロシアおよび周辺諸国の工業

アジアの工業

その他の国々の工業

日本の工業

世界を結ぶ交通・通信

世界の貿易

人口，村落・都市

生活文化，民族・宗教，国家

現代世界の国家と国家群

現代世界の地誌的考察

　アジア

　アフリカ

　ヨーロッパ

　ロシア

　アングロアメリカ

　ラテンアメリカ

　オセアニア

　両極地方

新詳高等地図(帝国書院)，新詳地理B（帝国書院)

新詳地理資料COMPLETE(帝国書院)，地理統計（帝国書院），ウィニングコンパス地理の整理と演習（とうほう）

学習目標 現代世界の地理的事象を系統地理的，地誌的に考察し，現代世界の地理的認識を養うとともに，地理的な見方や考え方を培い，国際社会に主体的に生きる人としての自覚と資質を養う。

授業の進め方
,学習方法

教科書，副教材を使用しながら，系統的に地理的な学習を進めていく。学習は教室における講義形式を主とするが，適宜グループワークも行う。

学　　習　　計　　画

単　　元 学　　習　　内　　容 評価の観点

１学期

エネルギー・原料資源の生産・分布の偏在性を把握し，生産国と消費国それぞれの
産業構造の特色の傾向と，エネルギー・原料資源の国際的流通の関係を理解する。
工業地域の形成に共通する立地条件を把握し，条件の変化による立地移動を考察
するとともに，世界の工業生産分布の地域性を理解する。

【知識・技能】
世界の資源・産業について系統地理的に理解している。さらに，そ
の知識を事例として取り上げた地域に適用し，地誌的にも理解を深
めている。また，地図や図表から学習内容を読み取る技能を身に
つけている。
【思考・判断・表現】
世界の資源・産業について，多面的・多角的に捉え，現在の国際関
係や将来の世界像についても考察し，その成果を様々な媒体で表
現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
世界の資源・産業について関心と課題意識を高め，意欲的に追究
しようとしている。

１学期中間考査

世界を結ぶ交通や通信について，その発達や特徴について理解する。
グローバリゼーションの進展と世界の貿易や商業・観光業について様々な資料を活
用して理解する。
村落・都市の機能と立地・形態について理解し，世界の村落や都市の形成・発達や
分布に共通性と異質性があることを把握する。
資料・統計を活用し，発展途上国と先進国の視点から人口・食料問題や都市問題の
地域性と課題を理解し，課題解決に向けて考察する。
民族・領土問題の発生地域の共通性と異質性に着目し，その複雑な背景を考察し，
問題解決に果たす国際的取り組みを把握する。国家群の現状と課題を理解し，それ
らがグローバリゼーションの進展に果たす役割について考察する。

【知識・技能】
交通・通信・貿易，人口・村落・都市，民族・宗教・国家について，系
統地理的に理解している。さらに，それらを事例として取り上げた地
域に適用し，地誌的にも理解を深めている。地図や図表から学習
内容を読み取る技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
学習内容について多面的・多角的に捉え，将来のより良い世界像
について考察し，その成果を表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
地球規模化する世界の諸課題に対する関心と課題意識を高め，課
題解決に向けて世界的視野から各地域の環境条件と関連づけて
追究する学習に意欲的に取り組み，国際協力のあり方を探究しよう
としている。

成績評価方法

【知識・技能】
系統地理や地誌の知識・技能を統合し，様々な地理的事象や地域的特性について理解・考察する。また，地図や図表などの資料から，系統地理や地誌の学習内容を読み取る技能を身につける。
【思考・判断・表現】
様々な地理的事象や地域的特性について，多面的・多角的に捉え，考察を深める。地球規模の課題解決に向けての取り組みを把握し，その現状と未来について考察する。それらの成果を様々な
媒体で表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
地理的事象や地域についての関心と課題意識を高め，様々な観点から意欲的に探究しようとしている。

１学期期末考査

２学期

今までに学習してきた系統地理の知識を再構築し，それらを各地域や国家での事例
に適用し，地誌的な理解を深める。
また，系統地理では触れなかった各地域・国家の特色を把握し，より多面的・多角的
に地誌を考察する。

【知識・技能】
学習してきた系統地理の知識・技能を，取り上げる地域に適用し，
地誌的に理解を深めている。また，地図や図表から学習内容を読
み取る技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
取り上げた地域について，多面的・多角的に捉え，他の地域との比
較などを通じて考察を深める。また，その成果を様々な媒体で表現
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
取り上げた地域についての関心と課題意識を高め，意欲的に追究
しようとしている。

２学期中間考査

今までに学習してきた系統地理の知識を再構築し，それらを各地域や国家での事例
に適用し，地誌的な理解を深める。
また，系統地理では触れなかった各地域・国家の特色を把握し，より多面的・多角的
に地誌を考察する。

【知識・技能】
学習してきた系統地理の知識・技能を，取り上げる地域に適用し，
地誌的に理解を深めている。また，地図や図表から学習内容を読
み取る技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
取り上げた地域について，多面的・多角的に捉え，他の地域との比
較などを通じて考察を深める。また，その成果を様々な媒体で表現
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
取り上げた地域についての関心と課題意識を高め，意欲的に追究
しようとしている。

２学期期末考査

３学期

系統地理および地誌についての総合的
探究

系統地理と地誌の知識を統合し，様々な地理的事象について探究する。

【知識・技能】
系統地理と地誌の知識・技能を統合し，様々な地理的事象につい
て理解を深める。地図や図表から学習内容を読み取る技能を深め
る。
【思考・判断・表現】
取り上げた地理的事象や地域について，多面的・多角的に捉え，さ
らに考察を深める。また，その成果を様々な媒体で表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
取り上げた地理的事象や地域についての関心と課題意識を高め，
様々な観点から意欲的に探究しようとしている。

学年末考査



教　　科 公民 科 目 倫理 学年･類型 3年生 履修形態 選択履修 授業時数 週２時間

使用教科書

副教材等

学　　期

『高校　倫理　新訂版　』（実教出版）

『アプローチ　倫理資料PLUS』（とうほう）、『入試対策問題集　ステップアップ倫理』（第一学習社）

学習目標
１． 自己の生きる課題とのかかわりにおいて，青年期の意義と課題を理解するとともに，先哲の基本的な考え方を手掛かりとして，人間の存在や価値について思索を深める。
２． 現代に生きる人間の倫理的な課題について思索を深め，自己の生き方の確立をめざす。
３． よりよい国家・社会を形成し，国際社会に主体的に貢献しようとする人間としての在り方生き方について自覚を深める。

授業の進め方,
学習方法

１． 画像・映像・原典資料等を活用し、教科書の内容についての解説を行い、先哲の思想内容の理解を深めていく。
２． 授業内容をまとめるため、整理ノートを有効に活用する。
３． 問題演習を通して、学習内容の確認を行う。

・ヨーロッパの中世を打ち砕く動きとしてのルネサンス・宗教改革・モラリストの思想な
どについての理解を深める。
・認識論の対立する立場としてのベーコンに代表されるイギリス経験論とデカルトを
祖とする合理論を，それぞれの考え方の違いを踏まえて理解させる。
・ホッブズ，ロック，ルソーの社会契約説の特徴の違いを理解するとともに，民主主義
社会の成立過程について把握し，現代への影響や民主主義のあり方と真の自由に
ついて考える。
・ドイツ観念論哲学について，カントとヘーゲルの思想を中心に学ぶとともに，両者の
相違点についても理解させる。
・功利主義思想の内容とその思想が歴史に与えた影響について学ぶとともに，量的
功利主義と質的功利主義の違いについても理解する。・社会主義思想について，マ
ルクスの科学的社会主義を中心に学ぶ。
・実存主義思想の特徴，それぞれの思想家の思想内容について学習する。
・現代の思想家として位置づけられる数多くの学者・思想家の主張の内容について
の理解を深める。

・ヨーロッパの中世から近代への時代的移行に貢献したルネサンス
期の人々や宗教改革の旗手となったルターやカルヴァンの主張や
思想を正しく理解している。
・経験論・合理論の考え方の特徴と両者の違い，さらには認識論に
おけるカントの果たした貢献について理解できている。
・社会契約説とは何か，そしてホッブズ・ロック・ルソーの相違点，さ
らには彼らの思想が歴史に与えた影響について理解できている。
・カントの思想を特徴づける道徳法則の内容，ヘーゲルの弁証法と
いう考え方やそれぞれの思想が果たした歴史的役割について理解
できている。
・功利主義思想が登場してきた社会背景，ベンサム・ミルの思想内
容，彼ら思想が歴史に与えた影響などに関し，正確な知識・理解が
得られている。
・社会主義思想が登場した社会的背景，マルクスの思想や歴史へ
の影響などについて理解ができている。
・実存主義的考え方が生まれてきた歴史的理由，キルケゴールら
の有神論的実存主義・サルトルらの無神論的実存主義の思想内容
について知識や理解は深まった。
・現代の思想家たちが，西洋近代の何を批判的に考察し，どのよう
な思想を展開したのか理解できた。

２学期中間考査

学　　習　　計　　画

単　　元 学　　習　　内　　容 評価の観点

１学期

第１編　青年期の課題と人間の自覚
第１章　青年期の課題と自己形成
第２章　人間としての自覚
　第１節～第６節

・青年期の特徴や発達課題について著名な学者の研究成果を手掛かりに学習する
とともに、青年期を生きる上の術を心理学的な観点から学ぶ。
・古代ギリシャ思想としての自然哲学，ソクラテス，プラトン，アリストテレスやヘレニ
ズム時代の思想を特徴をつかみながら理解する。
・「三大宗教（キリスト教・イスラーム・仏教）」について，それぞれの教えの特徴を把
握し，宗教的な生き方に触れるとともに今日の世界情勢の理解にもつなげる。
・中国の古代思想を，儒教を開いた孔子を中心に，彼との対比をとおして他の中国
思想（墨子～老荘思想）の特徴も理解する。

・青年期を自己の問題として関心をもち，その課題に取り組もうとす
る意欲をもつと同時に，心理学の知見や概念を理解し正確な知識
をもっている。
・古代ギリシャの思想の歴史的変遷を理解している。ソクラテス・プ
ラトン・アリストテレスの哲学としての共通点と相違点を正確に理解
している。
・三大宗教のそれぞれの教えの内容を宗教的用語の意味とともに
理解している。ユダヤ教・キリスト教・イスラム教の成立の過程を学
び、相互の確執の背景について理解している。
・中国の古代思想について、関連する専門用語とともにそれぞれの
思想内容を理解している。

１学期中間考査

第３章　日本人としての自覚
　第１節～第４節

　

・日本人の宗教観・倫理観について考察する。
・日本に移入された仏教が時代とともに変容していく概要をつかむ。
・日本に伝えられた儒教が，徳川幕藩体制成立のころから日本化されていく過程を
理解する。
・石門心学や報徳運動など町人文化の隆盛とともにおこった町人や農民の学問・運
動を理解する。
・幕末以降の近代日本に登場した著名な思想家・学者・社会運動家らの思想を学
ぶ。
・終戦後の我が国に登場し、社会的に大きな影響力をもった学者・思想家の思想に
ついて学ぶ。

・我が国社会が伝統的に尊重してきた価値観・倫理観について理
解を深めることができた。
・我が国の歴史に登場した最澄らの著名な仏教思想について知識・
理解をひろげ、歴史的変遷、さらには現代社会における仏教の在り
様についての・認識を深めることができる。
・朱子学の思想的特徴が陽明学との比較において理解できたか。
・江戸時代に盛んになった様々な思想について、知識・理解を深め
ることができた。
・敗戦という価値観の大きな転換点において日本人の精神世界に
多大なる影響を与えた学者・思想家について、理解を深めることは
できた。

１学期期末考査

成績評価方法 「考査」を中心に，提出課題，授業態度などを考慮して総合的に評価する。

第１章　現代に生きる人間の倫理
　第５節～第６節
第２章　現代の諸課題と倫理

・理性中心主義を批判する，フロイトとユングの思想を理解する。
・ソシュールとウィトゲンシュタインの思想を理解し，言葉と人間のあり方について考
察する。
・フランクフルト学派の思想を理解し，近代的な理性の問題点について考察する。
・構造主義やフーコー，レヴィナスなどの思想を理解し，人間の主体性について考察
する。

・近代における人間中心主義を見直すことの意義を意欲的に探究
する。
・自然や他者との連帯・共生を目指す思想や社会参加の意義を意
欲的に探究する。

２学期期末考査

３学期

・今日の社会が抱えている様々な倫理的な課題に関する問題の在り様やその本質
について学ぶ。
・問題演習を通して，1年間の学習内容を復習し，各人の理解度について確認する。

・現代の倫理的諸課題を自己の課題につなげる意欲をもつととも
に，現代に生きる人間としての在り方生き方について，主体的に探
究しようとしている問題の設問に対して正確な解答を導くことができ
た。

学年末考査

２学期

第２編　現代と倫理
第１章　現代に生きる人間の倫理
　第１節～第４節



教　　科 公民 科 目 政治・経済 学年･類型 ３年生 履修形態 選択履修 授業時数 週２時間

使用教科書

副教材等

学　　期

政治・経済(東京書籍)

　政治・経済資料２０２１（とうほう），ステップアップ政治・経済（第一学習社）

学習目標
１　民主主義の本質について理解を深めさせるとともに，理論的・体系的に理解させる。
２　現代の政治，経済，国際関係などについて客観的に理解させる。
３　現代の諸課題について主体的に考察させ，公正な判断力を養い，良識ある公民としての必要な能力と態度を育成していく。

授業の進め方,
学習方法

授業の進行は，講義形式を基本とする。適宜プリントを配布し，テーマにより調べ学習や発表形式を取り入れる。また，問題演習などを加えながら，理解を深めさせる。

学　　習　　計　　画

単　　元 学　　習　　内　　容 評価の観点

１学期

１節　民主政治の基本原理
　１～４
２節　日本国憲法の基本原理
　１～３
３節　日本の政治機構
　１～４

・立憲政体が形成された歴史的経緯を学び，憲法に規定された原則の意味を知る。
・日本国憲法の成立の経緯，前憲法との相違について学ぶ。
・憲法の三大原則である「基本的人権の保障」「国民主権」
「平和主義」についての理解を深める。
・三権相互の関係，そして国会・内閣・裁判所のしくみ，さらには立法権・行政権・司
法権の機能について学ぶ。

・憲法とは何かが，世界史的流れとともに理解できたか。
・基本的人権の種類やそれぞれの人権の現実的な意味について知
ることができたか。
・わが国の議院内閣制のしくみが理解できたか。
・立法権・行政権・司法権とは具体的にどういうことなのかを学ぶこ
とができたか。

１学期中間考査

４節　現代政治の特質と課題
　１～３
５節　現代の国際政治
　１～７

・政党の意義・歴史について学ぶ。
・現在のわが国の選挙制度とその問題点について学ぶ。
・世論形成においてマスコミの果たす役割とその問題点について学習する。
・国際社会成立の過程とその発展について歴史的な観点で学ぶ。
・国際連合のしくみ・役割・問題点について学習する。
・戦後国際社会の歴史的流れと現状・課題などについて認識を深める。

・政党・選挙制度・マスコミについて実社会と関連付けて理解できて
いるか。
・国際社会の意味や現状を，その歴史的流れを踏まえて知ることが
できたか。
・国際連合の意義やしくみが学べたか。
・世界の中で生起した紛争の原因やそれを抑止する仕組みや具体
的行動について認識は深まったか。

成績評価方法 定期考査の得点状況，課題提出状況，内容評価，授業参加状況，以上の点を中心に，総合的に評価する。

３節　日本経済の発展と
産業構造の変化
　１～３

４節　福祉社会と日本経済の課題
　１～６

５節　国民経済と国際経済
　１～５

・戦後日本社会の経済史を主な出来事をたどりつつ学ぶ。

・戦後日本社会が抱えてきた経済上の問題点に関する以下の事柄について学習す
る。
　『公害と環境保全』『消費者問題』
　『農業・食糧問題』『中小企業の現状と課題』
　『雇用と労働問題』『社会保障と福祉』

・自由貿易主義と保護貿易主義の違いと，それに関する現在の国際経済の状況に
ついて学ぶ。
・貿易に関わる基本的な制度である『外国為替制度』のしくみについて学習する。
・国際経済に関する組織や抱える問題点について学ぶ。
・国際経済の今日的動きである『地域主義』『グローバリゼーション』について理解を
深める。

・戦後の日本経済がたどってきた歩みとそれを背景とした現在の状
況を知ることができたか。
・環境問題に関してこれまで生起してきた問題とそれに対する政府
の対応，さらには現在の課題などについて理解できたか。
・様々な消費者問題について，自分の問題として学ぶことができた
か。
・戦後わが国の農業政策の変遷や農業の現状と課題について，現
実問題として理解できたか。
・わが国社会の経済の二重構造とそれに関わる問題点について現
状認識できたか。
・雇用形態についての新たな動きや労働関係や条件に関する諸問
題を知ることができたか。
・現在のわが国の社会保障制度のしくみと問題点が理解できたか。
・自由主義貿易のメリットが保護貿易主義との比較において理解で
きたか。
・『円高・円安』について制度的・原理的な理解が達成できている
か。
・国際経済の中でのわが国の位置づけ，さらに果たすべき役割が，
世界の現状や構造を踏まえて理解できているか。
・経済のグローバル化についての現状を知ることができたか。

２学期期末考査

３学期
・問題演習を通して，1年間の学習内容を復習し，各人の理解度を確認する。 ・問題の設問に対して正確な解答を導くことができたか。

学年末考査

２学期

２学期中間考査

１学期期末考査

１節　現代の資本主義経済
　１～２
２節　現代経済のしくみ
　１～６

・資本主義経済・社会主義経済の成立と変遷，それぞれの経済体制の特徴と違いに
ついて学ぶ。
・資本主義経済の基本的な仕組みとして以下の項目について学習する。
『経済主体』『価格機構』『経済指標』
『金融と金融政策』『財政と財政政策』

・経済とは，資本主義経済とは，社会主義とは…
　それらについて理解できているか。
・資本主義経済の変遷と現在の状況について学ぶことはできたか。
・資本主義経済の原則的メカニズムを知ることができたか。
・金融・財政政策の目的と仕組みが理解できたか。



教　　科 数学 科　　目 数学Ⅱ 学年・類型 ３年生・文系 履修形態 必修履修 授業時数 週３時間

使用教科書

副教材等

学　　期

数学Ⅱ（数研出版）

クリアー数学演習ⅠⅡAB

学習目標 学習した内容の一層の深化と定着を図る。

授業の進め方,
学習方法

問題集を中心とした問題演習

学　　習　　計　　画

単　　元 学　　習　　内　　容 評価の観点

１学期

Ⅳ 整数の性質
Ⅴ 場合の数・確率
Ⅵ 図形の性質
Ⅶ 図形と式

・整数の基本を活用し応用問題を解く
・具体的な事象の考察などを通して，順列・組合せや確率について理解し，不確定な
事象を数量的にとらえることの有用性を認識し，事象を数学的に考察する。
・図形の性質を確認し，それを用いて平面図形・空間図形を考察する。
・座標や式を用いて直線や円などの基本的な平面図形の性質や関係を数学的に考
察し処理するとともに，その有用性を認識し，いろいろな図形の考察に活用する。

・問題に挑戦しようとする意欲があるか。
・問題に隠されている基本的な概念を見抜けるか。
・実際に計算，その他の処理が適切にできるか。
・基本的な公式や解法が身に付いているか。

１学期中間考査

Ⅷ 三角・指数・対数関数
Ⅸ 微分法・積分法

・三角関数，指数関数及び対数関数について理解し，関数についての理解を深め，
それらを具体的な事象の考察に活用する。
・具体的な事象の考察を通して微分・積分の考えを理解し，それを用いて関数の値
の変化を調べ面積を求める。

・問題に挑戦しようとする意欲があるか。
・問題に隠されている基本的な概念を見抜けるか。
・実際に計算，その他の処理が適切にできるか。
・基本的な公式や解法が身に付いているか。

１学期期末考査

２学期

Ⅱ 関数と方程式と不等式
Ⅲ 式と証明，論理

・一次不等式及び二次方程式についての理解を深め，それらを活用する。
・二次関数について理解し，関数を用いて数量の変化を表現することの有用性を認
識するとともに，それを具体的な事象の考察や二次不等式を解くことなどに活用す
る。

・問題に挑戦しようとする意欲があるか。
・問題に隠されている基本的な概念を見抜けるか。
・実際に計算，その他の処理が適切にできるか。
・基本的な公式や解法が身に付いているか。

２学期中間考査

成績評価方法 定期考査の成績，課題考査の成績，普段の問題演習の取り組みの状況と板書内容，提出課題を総合して評価する。

入試問題演習 ・プリント等を利用した即戦的な問題の演習

・問題に挑戦しようとする意欲があるか。
・問題に隠されている基本的な概念を見抜けるか。
・実際に計算，その他の処理が適切にできるか。
・基本的な公式や解法が身に付いているか。

２学期期末考査

３学期
入試問題演習 ・プリント等を利用した即戦的な問題の演習

・問題に挑戦しようとする意欲があるか。
・問題に隠されている基本的な概念を見抜けるか。
・実際に計算，その他の処理が適切にできるか。
・基本的な公式や解法が身に付いているか。

学年末考査



教　　科 数学 科　　目 数学Ⅲ 学年・類型 3年生理系 履修形態 必修 授業時数 週３時間

使用教科書

副教材等

学　　期

・複素数平面

・複素巣の極形式と乗法・除法

・ド・モアブルの定理

・複素数と図形

・放物線，楕円，双曲線

・極座標と極方程式

改訂版　数学Ⅲ（数研出版）

サクシード数学Ⅲ，チャート式基礎からの数学Ⅲ，スタンダード数学演習ⅠⅡAB 

学習目標 平面上のいろいろな曲線や複素数平面についての理解を深め，知識の習得と技能の習熟を図り，事象を数学的に考察し処理する能力を伸ばすと共に，それらを積極的に活用する態度を育てる。

授業の進め方,
学習方法

教科書をベースに講義形式で内容を伝え，問題集を利用した演習等によりその理解の定着と深化を図る。

学　　習　　計　　画

単　　元 学　　習　　内　　容 評価の観点

１学期

第1章　複素数平面

・複素数平面を利用し，加法・減法を図形的に理解する。
・複素数平面を利用し，乗法・除法を図的に理解する。

１学期中間考査

第２章　式と曲線
１．２次曲線
２．媒介変数と極座標

・２次曲線の有用性を認識し，図形の性質を調べるのに活用しよう
とする。
・２次曲線，曲線の媒介変数表示，極方程式の概念が理解できてい
る。
・２次曲線の定義や極座標を利用して，いろいろな曲線の方程式を
求めることができる。
・２次曲線と直線，平行移動等への応用などに活用することができ
る。

１学期期末考査

２学期

１．関数と方程式・不等式
２，式と証明，論理
３．個数の処理・確率
４．平面図形
５．図形と式

関数について理解し，関数を用いて数量の変化を表現することの有用性を認識する
とともに，それを具体的な事象の考察や不等式を解くことなどに活用できるようにす
る。
一次不等式及び二次方程式についての理解を深め，それらを活用できるようにす
る。
座標や式を用いて直線や円などの基本的な平面図形の性質や関係を数学的に考
察し処理するとともに，その有用性を認識し，いろいろな図形の考察に活用できるよ
うにする。

・問題に挑戦しようとする意欲があるか。
・問題に隠されている基本的な概念を見抜けるか。
・実際に計算，その他の処理が適切にできるか。
・基本的な公式や解法が身に付いているか。

２学期中間考査

６．三角・指数・対数関数
７．微分法・積分法
８．ベクトル

三角関数，指数関数及び対数関数についての理解を深め，それらを具体的な事象
の考察に活用できるようにする。
微分・積分の考えを理解し，それを用いて関数の値の変化を調べることや面積を求
めることができるようにする。
ベクトルについての概念を理解し，図形の性質や関係をベクトルを用いて表現し，い
ろいろな事象の考察に活用できるようにする。

成績評価方法 ・定期考査の成績，課題考査の成績，普段の問題演習の取り組みの状況と板書内容，提出課題以上を総合して評価する。

・問題に挑戦しようとする意欲があるか。
・問題に隠されている基本的な概念を見抜けるか。
・実際に計算，その他の処理が適切にできるか。
・基本的な公式や解法が身に付いているか。

２学期期末考査

３学期
入試問題演習

式と証明・高次方程式，図形と方程式，いろいろな関数及び微分・積分の考えについ
て理解させ，技能の習熟を図り，事象を数学的に考察し処理する能力を伸ばすとと
もに，それらを活用する態度を育てる。
プリント等を利用した即戦的な問題の演習

・問題に挑戦しようとする意欲があるか。
・問題に隠されている基本的な概念を見抜けるか。
・実際に計算，その他の処理が適切にできるか。
・基本的な公式や解法が身に付いているか。

学年末考査



教　　科 数学 科　　目 数学B 学年・類型 ３年生文系 履修形態 選択 授業時数 週２時間

使用教科書

副教材等

学　　期

１学期期末考査

成績評価方法 定期考査の成績，課題考査の成績，普段の問題演習の取り組みの状況と板書内容，提出課題を総合して評価する。

入試問題演習 プリント等を利用した即戦的な問題の演習

・問題に挑戦しようとする意欲があるか。
・問題に隠されている基本的な概念を見抜けるか。
・実際に計算，その他の処理が適切にできるか。
・基本的な公式や解法が身に付いているか。

２学期期末考査

３学期
入試問題演習 プリント等を利用した即戦的な問題の演習

・問題に挑戦しようとする意欲があるか。
・問題に隠されている基本的な概念を見抜けるか。
・実際に計算，その他の処理が適切にできるか。
・基本的な公式や解法が身に付いているか。

学年末考査

２学期

Ⅺ 数列
Ⅹ ベクトル

・数列とその和及び漸化式と数学的帰納法について深く考察する。
・図形の性質や関係をベクトルを用いて表現し，深く考察する。

・問題に挑戦しようとする意欲があるか。
・問題に隠されている基本的な概念を見抜けるか。
・実際に計算，その他の処理が適切にできるか。
・基本的な公式や解法が身に付いているか。

２学期中間考査

学　　習　　計　　画

単　　元 学　　習　　内　　容 評価の観点

１学期

Ⅺ 数列
Ⅻ データの分析

簡単な数列とその和及び漸化式と数学的帰納法について理解し，それらを用いて事
象を数学的に考察し処理する。
データの基本事項を理解し，考察し処理する。

・問題に挑戦しようとする意欲があるか。
・問題に隠されている基本的な概念を見抜けるか。
・実際に計算，その他の処理が適切にできるか。
・基本的な公式や解法が身に付いているか。

１学期中間考査

X ベクトル
ベクトルについての基本的な概念を理解し，基本的な図形の性質や関係をベクトル
を用いて表現し，いろいろな事象の考察に活用する。

・問題に挑戦しようとする意欲があるか。
・問題に隠されている基本的な概念を見抜けるか。
・実際に計算，その他の処理が適切にできるか。
・基本的な公式や解法が身に付いているか。

数学B（数研出版）

クリアー数学演習ⅠⅡAB

学習目標 学習した内容の一層の深化と定着を図る。

授業の進め方,
学習方法

問題集を中心とした問題演習



教　　科 数学 科　　目 発展数学X 学年・類型 3年生・理系 履修形態 必修履修 授業時数 週４時間

使用教科書

副教材等

学　　期

１学期期末考査

成績評価方法 ・定期考査の成績，課題考査の成績，普段の問題演習の取り組みの状況と板書内容，提出課題以上を総合して評価する。

４．微分法の応用
５．積分法
６．積分法の応用

いろいろな関数についての積分法を理解し，その有用性を認識するとともに，図形の
求積などに活用できるようにする。
行列の概念とその基本的な性質について理解し，数学的に考察し処理する能力を
伸ばすとともに，連立一次方程式を解くことや点の移動の考察などに活用できるよう
にする。
確率の計算及び確率変数とその分布についての理解を深め，不確定な事象を数学
的に考察する能力を伸ばすとともに，それらを活用できるようにする。

・問題に挑戦しようとする意欲があるか。
・問題に隠されている基本的な概念を見抜けるか。
・実際に計算，その他の処理が適切にできるか。
・基本的な公式や解法が身に付いているか。

２学期期末考査

３学期
入試問題演習

いろいろな関数についての積分法を理解し，その有用性を認識するとともに，図形の
求積などに活用できるようにする。
行列の概念とその基本的な性質について理解し，数学的に考察し処理する能力を
伸ばすとともに，連立一次方程式を解くことや点の移動の考察などに活用できるよう
にする。
確率の計算及び確率変数とその分布についての理解を深め，不確定な事象を数学
的に考察する能力を伸ばすとともに，それらを活用できるようにする。

・問題に挑戦しようとする意欲があるか。
・問題に隠されている基本的な概念を見抜けるか。
・実際に計算，その他の処理が適切にできるか。
・基本的な公式や解法が身に付いているか。

学年末考査

２学期

１．関数と曲線
２，数列と極限
３．微分法

微分法，積分法の基礎として極限の概念を理解し，それを数列や関数値の極限の
考察に活用できるようにする。
いろいろな関数についての微分法を理解し，それを用いて関数値の増減やグラフの
凹凸などを考察し，微分法の有用性を認識するとともに，具体的な事象の考察に活
用できるようにする。

・問題に挑戦しようとする意欲があるか。
・問題に隠されている基本的な概念を見抜けるか。
・実際に計算，その他の処理が適切にできるか。
・基本的な公式や解法が身に付いているか。

２学期中間考査

学　　習　　計　　画

単　　元 学　　習　　内　　容 評価の観点

１学期

第４章微分法の応用
１．導関数の応用
２．関数の増減
３．いろいろな応用

・関数の増減とｆ’(ｘ)の符号との関係を再確認し，様々な関数について増減・極値・極
限を調べて，グラフが描けるようにします。
・第２次導関数を用いて，グラフの凹凸・変曲点・極値を調べます。
・運動の速度・加速度を微分法により系統的に学びます。
・導関数を用いて，１次近似式を導き関数の近似値を求められるようにします。

・関数値の増減，速度，加速度に関心をもち，問題解
決に意欲的に取り組もうとする。
・関数値の増減，速度，加速度についての考え方を
身に付け，具体的な事象に考察できる。
・関数値の増減，速度，加速度について，事象を数学的に考察し，
表現し処理することができる。
・関数値の増減，速度，加速度について理解し，基礎的な知識を身
に付けている。

１学期中間考査

第５章積分法
１．不定積分
２．定積分
第６章積分法の応用
１．面積
２．体積
微分方程式
道のり

・整関数，分数関数，指数関数，三角関数の不定積分，積分定数
・置換積分と部分積分法の活用
・積分と微分の関係
・区分求積法と面積
・不等式の証明と無限級数
・面積の計算
・媒介変数を用いた曲線と面積
・立体図形の体積と定積分
・回転体の体積
・道のりの計算
・微分方程式入門

・いろいろな関数について，その不定積分や定積分を考察しようと
する。
・その不定積分や定積分の性質を理解できている。
・いろいろな関数の積分を求めることができる。
・積分の基本的な考え方を理解し，必要な工夫を行うことができる。
・積分法の有用性を認識し図形の求積に活用しようとする。
・積分を利用して，面積の概念が理解できている。
・積分を利用して，面積を求めることができる。
・積分法を，曲線の長さや微分方程式への応用などに活用すること
ができる。
・積分法の有用性を認識し，図形の求積に活用しようとする。
・積分を利用して，体積の概念が理解できている。
・積分を利用して，体積を求めることができる。
・積分法を，曲線の長さや微分方程式への応用などに活用すること
ができる。

数学Ⅲ（数研出版）

サクシード 数学Ⅲ，チャート式基礎からの数学Ⅲ，オリジナルスタンダード数学演習Ⅲ

学習目標 極限，微分法及び積分法についての理解を深め，知識の習得と技能の習熟を図り，事象を数学的に考察し処理する能力を伸ばすと共に，それらを積極的に活用する態度を育てる。

授業の進め方,
学習方法

教科書をベースに講義形式で内容を伝え，問題集を利用した演習等によりその理解の定着と深化を図る。



教　　科 数学 科　　目 発展数学Y 学年・類型 3年生・理系 履修形態 選択 授業時数 週３時間

使用教科書

副教材等

学　　期

数学Ⅰ ・式と計算

・2次関数

・図形と軽量

・データの分析

数学A ・場合の数と確率

・図形の性質

・整数の性質

数学Ⅱ ・複素数と2次方程式

・図形と方程式

・三角関数

・指数・対数関数

・微分法・積分法

数学B ・ベクトル

・数列

入試問題演習 プリント等を利用した即戦的な問題の演習

３学期

・問題に挑戦しようとする意欲があるか。
・問題に隠されている基本的な概念を見抜けるか。
・実際に計算，その他の処理が適切にできるか。
・基本的な公式や解法が身に付いているか。

学年末考査

成績評価方法 定期考査の成績，課題考査の成績，普段の問題演習の取り組みの状況と板書内容，提出課題を総合して評価する。

１学期期末考査

２学期

・問題に挑戦しようとする意欲があるか。
・問題に隠されている基本的な概念を見抜けるか。
・実際に計算，その他の処理が適切にできるか。
・基本的な公式や解法が身に付いているか。

２学期中間考査

・問題に挑戦しようとする意欲があるか。
・問題に隠されている基本的な概念を見抜けるか。
・実際に計算，その他の処理が適切にできるか。
・基本的な公式や解法が身に付いているか。

２学期期末考査

学　　習　　計　　画

単　　元 学　　習　　内　　容 評価の観点

１学期

・問題に挑戦しようとする意欲があるか。
・問題に隠されている基本的な概念を見抜けるか。
・実際に計算，その他の処理が適切にできるか。
・基本的な公式や解法が身に付いているか。

１学期中間考査

・問題に挑戦しようとする意欲があるか。
・問題に隠されている基本的な概念を見抜けるか。
・実際に計算，その他の処理が適切にできるか。
・基本的な公式や解法が身に付いているか。

大学入試共通テスト対策ニュースタンダード数学演習ⅠⅡAB

学習目標 学習した内容の一層の深化と定着を図る。

授業の進め方,
学習方法

問題集を中心とした問題演習



教　　科 理科 科　　目 物理 学年・類型 3年生・理系 履修形態 選択 授業時数 4単位

使用教科書

副教材等

学　　期

基本的な概念が理解できている。

公式を正確に使える。

具体的な計算処理が適切にできる。

改訂版　物理　（数研出版）

リードα　物理　（数研出版）

学習目標
物理基礎でいろいろな物理現象を学んだが，物理ではさらに広い範囲の物理現象を取り扱う。観察，実験などを通して物理的に考察する能力と態度を身につける。また，物理現象を説明するため
のことば（物理量）を覚え，物理量と物理量の間にある関係（物理法則）を理解し，それらを使って物理現象を説明していく。

授業の進め方,
学習方法

物理現象を理解するための物理量や物理法則の説明が授業の中心となる。また，理解を深めるために適宜，問題演習や実験などを行う。提出課題としては，問題集（リードα）の考査範囲の問題
を考査ごとに解答する。授業では受け身にならず，自ら物理現象を説明できるように積極的に手と頭を働かせて取り組んでいかなければならない。

学　　習　　計　　画

単　　元 学　　習　　内　　容 評価の観点

１学期

第1編　力と運動
　第4章　円運動と万有引力
　　4.万有引力
第4編　電気と磁気
　第1章　電場
　　1.静電気力
　　2.電場
　　3.電位
　　4.物質と電場
　　5.コンデンサー

　ケプラーの法則と運動方程式とから万有引力の公式が得られることを，惑星の運動を等速
円運動とみなした場合について導きだす過程を示す中で理解させる。重力と万有引力との
関係も理解させる。万有引力を受けて運動する物体の力学的エネルギーが保存されるこ
と，およびこのことを用いて第二宇宙速度を導出させる。
　原子は原子核と電子からできており，原子核はプラスの，電子はマイナスの電気を帯びて
いることを再確認させる。帯電は電子の過不足によって起こり，電気現象は電子が主役であ
ることをはっきり認識させる。同種の電気どうしは反発し，異種の電気どうしは引きあうこと，
およびその力の大きさについてのクーロンの法則を理解させる。
　電荷のまわりにできる電場は，試験電荷にはたらく静電気力の大きさと向きにより定まる
ベクトルであることを理解させる。また，電場のようすは電気力線によって表されることを理
解させる。
　試験電荷がもつ，静電気力による位置エネルギーが電位であることを理解させる。電場と
電位との関係を理解させ，等電位面は電気力線と直交することの認識へと導く。静電気力に
よる位置エネルギーを，重力による位置エネルギーと対比させて考えると理解しやすい。
　電場の中に物体を置くとき，物体の表面には電荷が現れるが，物体が導体か不導体かに
より，現象が異なることを理解させる。電場の中に置かれた導体内には電場がなく，導体全
体が等電位となることをきちんと理解させる。
　電場と電位，電場内に置かれた導体や不導体のふるまいなど，既習事項と関連させなが
らコンデンサーを理解させる。一様な電場内の電場と電位差との関係などから，コンデン
サーの極板に蓄えられる電気量が電位差に比例することが導かれることを示し，電気容量
を理解させる。

惑星や人工衛星の運動に興味・関心を持つ。
惑星の運動と人工衛星の運動をケプラーの法則と万有引力の法則
を用いて説明できる。
電気現象に興味・関心を持つ。
クーロン力を用いて静電気現象が説明できる。
電場と電位を使い静電気現象を説明できる。
コンデンサーという電気素子に興味・関心を持つ。

１学期中間考査

第4編　電気と磁気
　第1章　電場
　　5.コンデンサー
　第2章　電流
　　1.オームの法則
　　2.直流回路
　第3章　電流と磁場
　　1.磁場
　　2.電流のつくる磁場
　　3.電流が磁場から受ける力
　　4.ローレンツ力

　中間考査までのコンデンサーの内容に引き続き，極板間に挿入された誘電体のはたらき，
および誘電率，比誘電率を理解させる。
　電流の向きと電流の大きさについてしっかり理解させる。また，導体を流れる電流の大きさ
が電圧に比例することを示し，電気抵抗を理解させる。さらに，導体の抵抗率は，温度上昇
に伴い大きくなることを理解させる。
　電流や電圧の意味を確認しながらキルヒホッフの法則をきちんと理解させる。また，水の
流れとの対比により，この法則の理解を助ける。起電力・端子電圧・電池の内部抵抗の意味
を理解させ，それらの間にある関係式をしっかりと把握させる。
　磁石の性質を示し，点電荷のつくる電場と対比させながら，磁場について定義をし，さらに
磁力線の説明へと進めていく。磁場の中に置かれた物体が磁化すること，および磁性体に
ついて学習させる。
　直線電流が周囲につくる磁場，円形電流が円の中心につくる磁場，ソレノイドがその内部
につくる磁場について，実験・観察をふまえて，各場合の電流・磁場の関係を理解させる。
　電流が磁場から受ける力について理解させ，その力の向きをしっかりと把握させる。電流
が磁場から受ける力の大きさは，周囲の物体の「透磁率」の大小と関係があることを理解さ
せる。また，平行電流が及ぼしあう力についてその向きと大きさとを理解させる。
　電流が磁場から受ける力を微視的に考察し，運動する荷電粒子が磁場から受ける力
（ローレンツ力）について説明する。一様な磁場内での荷電粒子の運動が等速円運動やら
せん運動になること，またこのことを応用した例であるサイクロトロン，シンクロトロンについ
て説明する。

コンデンサーの働きを理解し，いろいろな物理量の計算ができる。
電流回路に興味・関心を持つ。複雑な電流回路をキルヒホッフの法
則を用いて解くことができる。
磁気現象と電磁誘導という現象に興味・関心を持つ。
電流が磁場から受ける力を計算できる。
モーターが回転する原理を説明できる。

成績評価方法

・定期考査，課題考査
・考査課題時の課題
・授業の取り組み（授業態度，出席状況，学習活動への参加状況）

などから総合的に評価する

第5編　原子
　第1章　電子と光
　　1.電子
　　2.光の粒子性
　　3.X線
　　4.粒子の波動性
　第2章　原子と原子核
　　1.原子の構造と
　　　　　エネルギー準位
　　2.原子核
　　3.放射線とその性質
　　4.核反応と核エネルギー
　　5.素粒子

　真空放電の実験から，陰極線の性質を理解させ，またその性質から陰極線の本体が電子
であることを理解させる。トムソンの実験とミリカンの実験とから，電子の比電荷，電荷，質量
の各値がどのように得られたかを理解させる。
　光電効果の式 Ｋ０＝ｈν－Ｗ から，光電効果の現象が定性的にも定量的にも説明できる
ことを学習させる。
　まずX線の発生について簡単に扱い，X線をhνのエネルギーの光子と考えると，X線スペ
クトルの最短波長の大きさが説明できることを理解させる。X線の波動性から結晶構造をX
線回折によって解析できることを理解させ，また，その原理を把握させる。コンプトン効果に
より，光子が運動量をもつことを示す。その際に立てたエネルギー保存，運動量保存の式が
理解できるようにする。
　光の粒子性と対比しながら，電子に波動性があることを理解させる。例題5において，エネ
ルギー保存則により，加速された電子に伴う電子の波長が求められることを理解させる。電
子が波動性を示すことを利用して電子顕微鏡が作られたことも扱う。
　ラザフォードの原子模型を説明し，どのような実験によりこの原子模型が正しいと判断した
のかを理解させる。次に最も軽い元素である水素の気体の発するスペクトル中のバルマー
系列の波長を求める式を示す。ラザフォードの原子模型での理論的欠陥と，水素原子の発
するスペクトルの式とを説明するために出されたボーアの水素原子模型について説明し，水
素原子のエネルギー準位を理解させる。
　原子核が陽子と中性子とからなること，また核力，同位体について理解させる。また原子
の世界では陽子，中性子，電子などの質量がきわめて小さいので，統一原子質量単位を用
いることを説明する。
　不安定な原子核から放出される放射線には，おもにα線，β線，γ線の3種類があること，
それらの本体が何であるかを説明する。α崩壊とβ崩壊を行うと原子核の質量数や原子番
号がどのように変化するかを理解させる。半減期について理解させる。放射能と放射線の測
定単位について説明し，次に放射線の性質と利用について説明する。
　α粒子と空気中の窒素原子核との衝突により，原子核反応が生じていることにふれ，原子
核反応式を示す。原子核反応の前後で質量数の和と原子番号の和はそれぞれ変わらない
ことを理解させる。質量欠損，結合エネルギーの定義（意味）を正しく理解させる。結合エネ
ルギーのところでは，原子核の「壊れにくさ」が「核子1個当たりの結合エネルギー」によって
表されることを理解させる。原子力発電のしくみを説明する。核融合反応によっても大きなエ
ネルギーが解放されることを説明する。
　自然の階層性について説明し，素粒子とは何かを把握させ，素粒子をハドロン，レプトン，
ゲージ粒子の3種類に分類し，このうちハドロンはさらにバリオンと中間子に分類され，この
ハドロンに属する陽子，中性子，π中間子などはより基本的な粒子であるクォークから構成
されていることを説明する。

陰極線の正体が電子線であったことの歴史的過程が理解できている。ま
た，電子の比電荷の値を求めたJ.J.トムソンの実験のしくみが理解できて
いる。
物質（粒子）でも，エネルギー（電磁波のような）でも，それらが非常に小さ
なもの（エネルギーの場合は「弱い」）になったとき，大きなものでは現れ
なかった別の性質やふるまいを示すようになることを説明できる。
X線の発生機構が理解できている。また，発生する最短波長を求める式を
導き出す過程が説明できている。X線回折におけるブラッグの条件につい
て理解している。
電子顕微鏡は電子が波動としてふるまう性質を応用したものである。こ
の，一見すると相反する波動性と粒子性をあわせもつ二重性について，
興味・関心を示している。質量をもった粒子がある速さで運動していると
き，この物質波のド・ブロイ波長を求めることができる。
原子の構造が，正の電気をもった原子核のまわりを電子が回っていると
する模型が正しいことを証明するために行われた実験について理解でき
る。原子の発するスペクトルは，原子核のまわりを回る電子がとびとびの
エネルギー準位をもつことから説明されることを理解している。
極小の物体からなる核子どうしが堅く結びあっていられることについて，
万有引力や静電気力では説明できない理由を言うことができる。「原子・
原子核」を表す記号から，原子核を構成する陽子・中性子の数を求めるこ
とができる。また，複数の同位体からなる元素の原子量を計算で求めるこ
とができる。
α線，β線，γ線の正体や，α崩壊，β崩壊のしくみが理解できている。
放射能と放射線の測定単位の定義を理解している。また，放射線による
影響と放射線の利用にはどのようなものがあるかがわかっている。
核反応の前後で原子核の質量の和が減少するとき，その質量差に相当
するエネルギーが核エネルギーとして解放されることを定量的に説明でき
る。核反応を式に表すことができる。結合エネルギーの定義を知ってお
り，核子1個当たりの結合エネルギーの大きいほうが壊れにくいことを理
解している。核分裂反応・核融合反応について，定性的，定量的に理解し
ている。
素粒子はそれらがはたらく力の種類により，どのような種類に分類される
のか，クォークとは何か，ゲージ粒子とは何か，また自然界に存在する4
つの力とは何か，などについて説明することができる。さまざまなハドロン
がどのクォークで構成されているか調べ，それらの電気量の値をクォーク
の種類より算出することができる。

２学期期末考査

３学期
大学入試共通テスト，大学2次試験演習（総合問題）

学年末考査

２学期

第4編　電気と磁気
　第4章　電磁誘導と電磁波
　　1.電磁誘導の法則
　　2.自己誘導と相互誘導
　　3.交流の発生
　　4.交流回路
　　5.電磁波

　生徒にコイル内に磁石を出し入れさせ，検流計の針が振れることから電磁誘導の現象を
実感させるなどして，授業を進める。磁場を横切る導線に生じる誘導起電力について理解さ
せる。その際，ファラデーの電磁誘導の法則，エネルギーの移り変わり，磁場によるローレン
ツ力など，異なる面から考えさせるようにする。また，渦電流についてもふれ，電磁調理器な
どの利用例を扱い，電磁誘導についての興味づけを行う。
　コイルに流れる電流が変化すると誘導起電力が生じ，その大きさは電流の変化の速さに
比例することを理解させる。電流の流れているコイルには，磁場の形でエネルギーが蓄えら
れていることを把握させる。
　この節での主眼は交流の発生のしくみと，交流電圧（の瞬時値）がＶ＝Ｖ０sinωｔで表され
ることである。交流の実効値についても，その意味をしっかりと理解させる。
　抵抗に直列につないだコイルやコンデンサーに加わる電圧の位相について，実験を通して
理解させる。位相差がπ/2というのは，コイルやコンデンサーに流れる電流に対する電圧の
位相の差であることに注意させる。コイルやコンデンサーのリアクタンスを理解させ，交流は
周波数が大きいほどコイルに電流が流れにくくなり，コンデンサーはその逆で流れやすいこ
とをしっかりと理解させる。交流回路のインピーダンスについても扱う。共振の項目では，ま
ず電気における共振現象とは何かを説明し，「共振回路」およびそのときの「共振周波数」な
どを定義しつつ述べていく。次に電気振動の項目で，振動が生じる理由とそのときの固有周
波数が共振周波数と一致することを学習させる。
　電磁波の発生のしくみについては，「磁場が変化する→空間に電場が生じる」，「電場が変
化する→空間に磁場が生じる」ことを理解させる。電磁波は周波数の大小により，そのふる
まいが異なり，名称も異なることを説明する。

電磁誘導によって発生する，誘導起電力を計算することができる。
発電の原理を説明できる。
交流現象に興味・関心を持つ。
抵抗・コイル・コンデンサーに流れる交流電流と交流電圧の関係を
理解し，計算できる。
交流回路を解くことができる。
電磁波の発生原理を理解し，説明できる。

２学期中間考査

１学期期末考査



教　　科 理科 科　　目 化学基礎 学年・類型 3年生・文系 履修形態 選択 授業時数 週1時間

使用教科書

副教材等

学　　期

第１章　物質の構成 １　物質の成分と構成元素

２　原子の構造と周期表

第１章　物質の構成 ３　化学結合

第Ⅱ章　物質の変化 ４　物質量と濃度

第Ⅱ章　物質の変化 ５　化学反応式

６　酸と塩基

７　酸化還元反応

身の回りの化学

実験操作

共通テスト直前チェック

予想模擬テスト

・　共通テスト直前演習用問題集にて演習を繰り返し，評価する。

２学期期末考査

３学期

・　共通テスト直前チェック、予想模擬テストの成績で評価する。

学年末考査

成績評価方法

・授業態度
・授業態度授業中の発問に対する応答
・実験報告書
・定期考査

・　定期テストの成績で判断する。

１学期期末考査

２学期

・　身の回りの化学、実験操作に関するビーラインの演習による授
業の中での発言・発表に評価する。

２学期中間考査

・　定期テストの成績で判断する。

学　　習　　計　　画

単　　元 学　　習　　内　　容 評価の観点

１学期

・　ビーラインの演習による授業の中での発言・発表に評価する。

１学期中間考査

・　ビーラインの演習による授業の中での発言・発表に評価する。

高等学校　化学基礎(東京書籍)

ニューグローバル化学基礎＋化学（東京書籍）、ニューステージ新訂化学図表（浜島書店）、ビーライン化学基礎（第一学習社）

学習目標 これまでに学んできた化学基礎を総復習しながら、共通テストで高得点がとれるような学力を養う。

授業の進め方,
学習方法

過去のセンター試験および共通テスト予想問題を厳選した問題集を用いて、今までに習ったことを、再び深く学習させる。結果だけを求めるのではなく、結果にいたるまでの過程を深く考えさせる。



教　　科 理科 科　　目 化学 学年・類型 3年生理系 履修形態 選択履修 授業時数 週4時間

使用教科書

副教材等

学　　期

芳香族化合物

芳香族炭化水素

酸素を含む芳香族化合物

染料　　　　　洗剤

核酸

ゴム

成績評価方法

・授業態度
・発問に対する応答
・実験報告書
・定期考査・実力考査

評価の観点及び内容
　・　関心・意欲・態度…自然の事物・現象に関心や探求心をもち，意欲的にそれらを探究しようとするとともに，科学的態度
　　　　　　　　　　　　　　を身に付けている。
　・　思考・判断・表現…自然の事物・現象の中に問題を見いだし，探究する過程を通して，事象を科学的に考察し，導き出し
　　　　　　　　　　　　　　た考えを的確に表現している。
　・　観察・実験の技能…観察，実験を行い，基本操作を習得するとともに，それらの過程や結果を的確に記録，整理し，自然
　　　　　　　　　　　　　　　の事物・現象を科学的に探究する技能を身に付けている。
　・　知識・理解…自然の事物・現象について，基本的な概念や原理・法則を理解し，知識を身に付けている。

2章　典型金属元素の単体と化合物

２学期期末考査

３学期

４章　高分子化合物と人間生活
・　機能性高分子（導電性高分子・半透膜・感光性高分子・光透過性高分子・高吸水
性高分子・生分解性高分子）
・　リサイクル（マテリアルリサイクル・ケミカルリサイクル），生分解性高分子

・  高分子化合物が人間生活にどのように関わっているかを科学的
に考察できる。
・  合成高分子化合物について，人間生活と関連付けて理解し，知
識を身に付けている

プラスチック利用の拡大と環境問題

学年末考査

アミノ酸

タンパク質

３章　合成高分子化合物 ・　合成繊維，プラスチック，ゴム，機能性高分子
・　重合反応（付加重合・縮合重合・付加縮合・共重合・開環重合）
・　ナイロン66，ナイロン6，アラミド繊維，ポリエチレンテレフタラート
・　アクリル繊維，ビニロン，炭素繊維
・　熱可塑性樹脂と熱硬化性樹脂
・　付加重合で得られるもの，縮合重合で得られるもの
・　架橋構造，フェノール樹脂，アミノ樹脂，アルキド樹脂
・　陽イオン交換樹脂，陰イオン交換樹脂，イオン交換樹脂の利用と再生
・　天然ゴム，ポリイソプレン，ゴム弾性，グッタペルカ，ゴムの老化，加硫
・　ジエン化合物，付加重合，共重合
・　単量体の結合の向きと高分子の性質，立体規則性高分子

合成繊維

プラスチック

２学期中間考査

第６編　高分子化合物
１章　高分子化合物

・　有機高分子化合物と無機高分子化合物，天然高分子化合物と合成高分子化合
物
・　単量体，重合と重合体，重合度

・  高分子化合物の性質や反応性において，無機物質や有機化合
物とは異なる特徴があることを見いだすことができる。

・  天然高分子化合物の構造・性質・反応性について，単量体の官
能基のはたらきとの関連性を見いだし，論理的に考察できる。

・  天然高分子化合物の性質や反応性について，糖類,アミノ酸とタ
ンパク質，酵素，核酸等を通して理解し，天然高分子化合物相互
の相違と関連性についての知識を身に付けている。

・  合成高分子化合物の構造・性質・反応性について，単量体の官
能基のはたらきとの関連性を見いだし，論理的に考察できる。

・  合成高分子化合物の合成反応や性質・反応性について，合成
繊維，プラスチック，ゴム等の用途別の代表的な合成高分子化合
物について理解し，相互の相違と関連性についての知識を身に付
けている。

・  高分子化合物の特徴や反応性について,日常生活に関連付け
て理解している。

高分子化合物

２章　天然高分子化合物 ・  一般式；Cm(H2O)n，単糖類，二糖類，多糖類，六炭糖と五炭糖
・  性質（還元性，アルコール発酵）
・  デンプン，らせん構造，ヨウ素デンプン反応，デンプ  ンの加水分解
・　セルロースの直線状構造とグリコシド結合，加水分解
・  示性式[C6H7O2(OH)3]ｎ，ニトロセルロース
・  銅アンモニアレーヨンとビスコースレーヨン，アセテート繊維
・  α-アミノ酸，必須アミノ酸，グリシン，アラニン，鏡像異性体，グルタミン酸，中性
 酸性・塩基性アミノ酸
・　双性イオン，電離平衡，等電点，電気泳動，ニンヒドリン反応
・　ペプチド結合，ペプチド（ジペプチド・トリペプチド・ポリペプチド），ジペプチドの構
造
・　タンパク質の特徴と性質
・　酵素の種類と性質
・　ヌクレオチドとポリヌクレオチド，DNAとRNA・リボソーム,塩基の種類

単糖類・二糖類

多糖類

第５編　有機化合物
１章　有機化合物の特徴と構造

・  鎖状構造（枝分かれ構造を含む）と環状構造，単結合・二重結合・三重結合
　　一般的な性質（可燃性・融点沸点低い・有機溶媒によく溶ける）
・  鎖式炭化水素と環式炭化水素，飽和炭化水素と不飽和炭化水素，アルカン，ア
ルケン，アルキン，シクロアルカン，シクロアルケン
・  炭化水素基と官能基による分類
・  分子式，示性式，構造式，簡略化した構造式
・  構造異性体と立体異性体（シス-トランス異性体（幾何異性体）と鏡像異性体）ア
ルコール，アルデヒド，カルボン酸，エステル，油脂とセッケン

・酸素及び窒素を含む代表的な官能基の反応性と有機化合物の
相互の関連について，観察，実験などを行い考察できる。
・有機化合物が人間生活にどのように関わっているかを科学的に
考察できる。
・官能基を含む有機化合物を脂肪族化合物,芳香族化合物等を通
して理解し，有機化合物相互の関連性についての知識を身に付け
ている。
・代表的な個々の官能基の性質に対する知識を身に付けている。
・油脂やセッケンなどの性質や反応性について，日常生活に関連
付けて理解している。
・有機化合物全般について，人間生活と関連付けて理解し，知識
を身に付けている。

１学期期末考査

２学期

・　芳香族炭化水素…ベンゼンの構造，ベンゼン環，芳香族化合物
　　　　　置換反応，付加反応
・　酸素を含む芳香族化合物…フェノール，クレゾール，サリチル酸，ナフトール
　　　　　アルコールとの相違点（弱酸性，中和反応），類似点（Naとの反応，酸無水
　　　　　物とのエステル化）
・　ニトロ化（ピクリン酸），クメン法による製造，クレゾールの異性体

同上５章　有機化合物と人間生活 ・　炭水化物（単糖・二糖・多糖）　　　　　・　タンパク質とアミノ酸，必須アミノ酸
・　油脂と加水分解　　　　　　　　　　　　　・　五大栄養素，無機塩類
・　薬理作用（主作用・副作用），生薬，人工薬品としてのアスピリン
・　対症療法薬と化学療法薬，サルファ剤，抗生物質
・　副作用，耐性菌，抗ウイルス剤，抗がん剤
・　染料と顔料，天然染料と合成染料，アゾ染料
・　色素の発色（発色団・助色団），染色のしくみ（染着）
・　合成染料の分類　　　　　　　　　　　　　・　界面活性剤，合成洗剤

食品　　　　　医薬品

・ハロゲン，酸素・硫黄，窒素・リン，炭素・ケイ素とその化合物の性
質や反応に関する基本的な概念や原理・法則及び周期表との関
係を理解し，知識を身に付けている。

1学期中間考査

・　1族元素の単体と化合物
・　２族元素の単体…アルカリ土類金属とマグネシウムの性質の比較
・　アルカリ土類金属の化合物
・　アルミニウムとその化合物…製法（溶融塩電解）と性質（両性金属・不動態）テル
ミット反応
・　亜鉛とその化合物…単体の性質（両性金属・黄銅・トタン）
・　水銀とその化合物…単体の性質（常温で液体・アマルガム）
                              スズの単体（両性金属・ブリキ・青銅）

・アルカリ金属，２族元素およびアルミニウム・亜鉛とその化合物の
性質や反応に関する基本的な概念や原理・法則及び周期表との
関係を理解し，知識を身に付けている。

学　　習　　計　　画

単　　元 学　　習　　内　　容 評価の観点

１学期

第３編　化学反応の速さと平衡
3章水溶液中の化学平衡
塩の水への溶解

・　緩衝作用と緩衝液
・　難溶性塩の溶解と溶解度積Ksp，溶解平衡と沈殿の生成，溶解平衡と金属イオ
ンの分離，共通イオン効果

・  弱酸・弱塩基からなる塩の加水分解，緩衝作用とpH変動，難溶
性塩の溶解平衡について理解・習得し，平衡移動・溶解度積・共通
イオン効果等の考え方を個々の具体的な反応にあてはめる基本
的な知識を身に付けている。

第４編　無機化合物
1章　非金属元素の単体と化合物

・水素と希ガス，ハロゲンとその化合物，酸素・硫黄とその化合物，窒素・リンとその
化合物，炭素・ケイ素とその化合物

　化学　（東京書籍）

　ﾆｭｰｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ化学基礎＋化学（東京書籍），ｻｲｴﾝｽﾋﾞｭｰﾆｭｰｽﾃｰｼﾞ新訂化学図表（浜島書店），実践化学重要問題集（数研出版），HGS分子構造模型A型セット（丸善株式会社）

学習目標

①　化学的な事物・現象についての観察・実験などを行い，自然に対する関心や探究心を高め，化学的に探究する能力と態度を育てるとともに基本的な概念や原理・法則を理解し，科学的な自
然観を養う。
②  化学の役割や物質の扱い方を理解するとともに，物質に対する関心を高め，物質を探究する方法を身に付ける。また，物質の構成粒子を観察，実験などを通して探究し，基本的な概念を理
解し，物質について微視的な見方ができるようにする。
③  無機化合物や有機化合物の性質や変化を観察，実験などを通して探究し，物質に関する基本的な概念や法則を理解するとともに，それらを日常生活と関連付けて考察できるようにする。

授業の進め方,
学習方法

①  関心・意欲・態度を身に付けさせる。・・・科学的な事物・現象に関心や探究心を持たせ，主体的にそれらを探究させるように心掛ける。
②  思考・判断力を養う。・・・化学的な事物・現象の中に問題を見出し，実験・観察を行うことで，事象を実証的，論理的に考えたり，分析的・総合的に考察したりして，問題を解決し，事実に基づ
いて科学的に判断できるようにする。
③  実験を的確に行う力を表現力を養う。・・・観察・実験の技能を習得するとともに，それらを科学的に探究する方法を身に付けさす。また，結果を的確に表現できるようにする。
④  知識・理解を定着させる。・・・観察・実験を通して基本的な概念や原理・法則に理解を深めさせると同時に，問題集を解き，提出させることでより定着させる。



教　　科 理科 科　　目 生物 学年・類型 3年・理系 履修形態 選択 授業時数 週４時間

使用教科書

副教材等

学　　期

第５章　動物の反応と行動

　　1.ニューロンとその興奮

　　2.刺激の受容

　　3.情報の統合

　　4.刺激への反応

　　5.動物の行動

第６章　環境と植物の反応　　

　　1.植物の生活と環境応答

　　2.発芽の調節

　　3.成長の調節

　　4.環境の変化に対応する応答

　　5.花芽形成・結実の調節

第７章　生物群集と生態系

　　1.個体群

　　2.個体群内の個体間の関係

　　3.異種個体間の関係

　　4.生物群集

　　5.生態系における物質生産

　　6.生態系と生物多様性

第８章　生命の起源と進化

　　1.生命の起源と初期の生物の変遷

　　2.多細胞生物の変遷

　　3.進化のしくみ

第９章　生物の系統

　　1.生物の系統

　　2.生物の多様性

第１章　細胞と分子

第２章　代謝

第３章　遺伝情報の発現

第４章　生殖と発生

第５章　動物の反応と行動

第６章　植物の環境応答　　

第７章　生物群集と生態系

第８章　生命の起源と進化

第９章　生物の系統

改訂版　生物　（数研出版）

四訂版　リードα生物（数研出版）

学習目標

・ 生物や生命現象についての観察，実験や課題研究などを行い，自然に対する関心や探究心を高め，生物学的に探究する能力と態度を育てるとともに基本的な概念や原理・法則の理解を深め，
科学的な自然観を育成する。
・ 生物体内の化学変化やエネルギー変換，様々な生命現象を支えるタンパク質や核酸などの働きを観察，実験などを通して探究し，生命の共通原理を理解し，生命現象を分子レベルでとらえるこ
とができるようにする。
・ 生物の分類と系統および進化の過程とそのしくみを観察，実験などを通して探究し，生物界の多様性と歴史的変遷を理解させ，分類と進化についての見方や考え方を身に付けさせる。
・ 個体群の構造と維持，生物群集と生態系について観察，実験などを通して探究し，生物を集団のレベルでとらえて生物と環境とのかかわりについて理解させ，自然界における生物集団について
の見方や考え方を身に付けさせる。
・ 生物についての発展的，継続的な課題を設定し，観察，実験などを通して研究を行い，生物学的に探究する方法や問題解決の能力を身に付けさせる。

授業の進め方,
学習方法

観察，実験などを通して探究し，生命を維持する共通の原理を理解させる。
生物についての発展的，継続的な課題を設定し，観察，実験などを通して研究を行い，生物学的に探究する方法や問題解決の能力を身に付けさせる。

学　　習　　計　　画

単　　元 学　　習　　内　　容 評価の観点

１学期

ニューロン（神経細胞）の基本的な構造とそのはたらきを理解させる。
動物の行動は，神経系における情報の流れと関連づけながら扱う。

＜関心・意欲・態度＞
生殖・発生，反応に関する授業・実験に臨む態度や取り組みで評価
する。
＜科学的思考力＞
ウニ・ブタ眼球の観察・盲斑近点検出に関する実験レポートの考察
内容で評価する。
＜技能・表現力＞
上記の実験観察における実験機器の操作や観察技能の習得で判
断する。
＜知識・理解＞
定期テストの成績，小テストの成績，実験レポートで判断する。

１学期中間考査

植物の環境要因として特に重要な水に関して実際の例について学習し，蒸散の起こ
るメカニズムについて説明する。
光合成における限定要因を指摘し，光合成と呼吸の関係を理解する。
植物の成長にさまざまな植物ホルモンが関わっていることを知る。
屈性のしくみをオーキシンの性質から説明する。
花芽形成や種子の発芽に関わっているフィトクロムやフロリゲン・ジベレリンなどの働
きについて考察する。

＜関心・意欲・態度＞
植物の反応に関する授業や実験に臨む学習の態度や取り組みで
評価する。
＜科学的思考力＞
光合成に関する実験レポートの考察内容で評価する。
＜技能・表現力＞
光合成の実験観察における実験機器の操作や観察技能の習得で
判断する。
＜知識・理解＞
定期テストの成績，小テストの成績，実験レポートで判断する。

１学期期末考査

２学期

個体群や生物群集について，それぞれの特徴を学習する。
生物群集はさまざまな個体群の集まりによって構成されており，それぞれの個体群
の生態系で果たす役割を理解させる。
生態系における物質生産について学習する。
いくつかの生態系の物質生産の特徴や各栄養段階とエネルギー効率の関係につい
て学習する。
生物多様性に影響を与える要因を理解させ，生物多様性の重要性を認識させる。

＜関心・意欲・態度＞
生態系に関する授業や実験に臨む学習の態度や取り組みで評価
する。
＜科学的思考力＞
物質生産に関する計算問題の考察内容で評価する。
＜技能・表現力＞
標識再捕法の実験観察における実験機器の操作や観察技能の習
得で判断する。
＜知識・理解＞
定期テストの成績，小テストの成績，実験レポートで判断する。

２学期中間考査

生命起源・生物の変遷を，地球の環境変化とともに理解させる。
進化のしくみと分子進化や種分化のしくみについて学習する。
生物の種類は多様であるが，それらが系統によって分類できることを理解させる。
形態的な特徴にもとづいた分類ばかりでなく，DNAの塩基配列やタンパク質のアミノ
酸配列といった分子データにもとづいて系統関係が調べられていることについても扱
う。
個々の分類群については，その概要を学習する。

＜関心・意欲・態度＞
進化と系統に関する授業や実験に臨む学習の態度や取り組みで評
価する。
＜科学的思考力＞
生物の変遷に関する読み物に関するレポートの考察内容で評価す
る。
＜技能・表現力＞
化石の観察における実験機器の操作や観察技能の習得で判断す
る。
＜知識・理解＞
定期テストの成績，小テストの成績，実験レポートで判断する。

２学期期末考査

３学期

＜関心・意欲・態度＞
授業や実験に臨む学習の態度や取り組みで評価する。
＜科学的思考力＞
考察問題の内容で評価する。
＜技能・表現力＞
実験観察における実験機器の操作や観察技能の習得で判断する。
＜知識・理解＞
定期テストの成績，小テストの成績，実験レポートで判断する。

学年末考査

成績評価方法
４回の定期考査（中間考査・期末考査）の素点を主資料にして，校内実力考査，授業への取り組み，観察・実験に対する態度，実験レポートの評価，課題の提出状況等を総合的に判断して成績を
算出する。

生物の基本的事項の総復習をするとともに，センター試験直前対策として模擬問題
に取り組む。



教　　科 理科 科　　目 総合物理基礎 学年・類型 3年生・文系 履修形態 選択 授業時数 週２時間

使用教科書

副教材等

学　　期

 静電気

 電気で使われる量

 オームの法則

 磁場

 モーターが回転する原理

 発電機の構造と発電の原理

 速度・加速度

 等加速度運動

 落体の運動

 力の性質

 力のつり合い

 いろいろな力

 運動の法則

 力のする仕事

 力学的エネルギー

 力学的エネルギー保存の法則

 熱と温度

 熱と仕事

 波の基本

 波の重ね合わせ

 波の反射・屈折・回折

 音波

 発音体の振動

 共振と共鳴

改訂版　物理基礎（数研出版）

三訂版　リードα　物理基礎（数研出版）

学習目標
物理基礎で学習した内容を復習し，演習を積むことにより，自然界における物理現象についての理解を深める。
また，物理的に考える論理的思考や事象へのアプローチの仕方を深め，大学入試センター試験に適応する力も身につける。

授業の進め方,
学習方法

物理基礎の内容復習の説明を受け，自らポイントを確認しながら演習を行う。授業内では互いに復習ポイントを確認しながら行い，理解を深め合うため，発表を積極的に行う。授業内での演習で
は，問題に対する考え方や解法のポイントなどが説明できるようにしていく。

学　　習　　計　　画

単　　元 学　　習　　内　　容 評価の観点

１学期

摩擦電気と静電気力について学ぶ
電気の諸量について学ぶ。
オームの法則について学ぶ。
磁場と磁場中の電流にはたらく力について学ぶ。
モーターについて学ぶ。
電磁誘導現象について学ぶ。
交流について学ぶ。
電波とは何かを学ぶ。

正電荷と負電荷が電気現象の原因であることを理解する。
電圧，電流，電気抵抗などの物理量を求めることができる。
磁気現象の原因が電流であることを理解する。
モーターの回転する原理を説明できる。
電磁誘導を理解し，交流発電の原理を説明できる。
電磁波の発生とその利用法を理解する。

１学期中間考査

速度と速度の合成，相対速度について学ぶ。
x-tグラフ，v-tグラフについて学ぶ。
等加速度直線運動の３公式について学ぶ。
落体の運動が等加速度運動であることを学ぶ。
物体に働く力である，重力・垂直抗力・張力・弾性力の性質について学ぶ。物理法則
である，作用反作用の法則を学ぶ。
静止している物体に働く力のつり合いについて学ぶ。

物体の速度を求められる。
x-t,v-tグラフから物体の運動が説明できる。
等加速度直線運動の3公式で物体の運動が説明できる。
落体の運動が等加速度直線運動であることを理解し，位置や速度
を求められる。
力の合成・分解ができる。力を見つけ，作図ができる。
作用反作用の法則を理解し，物体に働く力を作図できる。
力のつり合いの式を立てて計算することができる。

１学期期末考査

２学期

さまざまな現象について，運動方程式の使い方を学ぶ。
さまざまな力のする仕事について学ぶ。
仕事の原理について学ぶ。仕事率について学ぶ。
運動エネルギー，位置エネルギー，弾性エネルギーについて学ぶ。力学的エネル
ギー保存の法則について学ぶ。
セルシウス温度と絶対温度について学ぶ。
熱量保存の法則と熱容量，比熱の関係を学ぶ。
熱力学第1法則について学ぶ。

運動方程式を作り，物体の加速度や物体に働く力を求めることがで
きる。
仕事の意味を理解し，仕事量を求めることができる。
仕事の効率である仕事率を求めることができる。
エネルギーの意味を理解し，物体の力学的エネルギーを求めること
ができる。
熱量保存の法則や熱力学第1法則を用いて，熱に関する物理量を
求めることができる。

２学期中間考査

縦波と横波，正弦波の式，位相について学ぶ。
波の重ね合わせの原理，干渉，定常波，波の反射について学ぶ。
波の反射・屈折の法則，波の回折現象について学ぶ。
音の速さ，反射，屈折，干渉について学ぶ。
弦の振動と気柱の振動について学ぶ。
気柱の共鳴現象を学ぶ。

波動現象の意味を理解し，波動の基本的な物理量を求めることが
できる。
波が重なりや屈折の法則，反射の法則を理解し，現象を説明でき
る。
弦の振動や気柱の振動により音波が発生することを理解する。
共振・共鳴現象を説明できる。

２学期期末考査

３学期
総合的な演習を行う。 総合的な問題を解答できる力をつける。

学年末考査

成績評価方法

・定期考査
・考査課題，長期休業中課題
・授業の取り組み
などから総合的に評価する。

大学入試共通テスト等演習



教　　科 理科 科　　目 総合生物基礎 学年・類型 3年生・文系 履修形態 選択 授業時数 週２時間

使用教科書

副教材等

学　　期

生物基礎を学ぶにあたって

第４章　バイオームの多様性と分布

第５章　生態系と保全　　

第１章　生物の特徴

第２章　遺伝子とその働き

第３章　生物の体内環境

第１章　生物の特徴

第２章　遺伝子とその働き

第３章　生物の体内環境

高等学校　改訂　生物基礎　（第一学習社）

五訂版　リードα生物基礎（数研出版）

学習目標

１　１学年で学習した生物学の基本的事象をさらに発展させて，最近の知見を取り入れながら学習し，知識を身につける。
２　興味・関心・意欲を持って学習に取り組み，自然界の原理・原則を導き出す考え方を身につける。
３　観察・実験を通して科学的な自然観を養う。
４　生物現象を学習することにより，自分自身や他者の命の営みを大切にし，他の生物に対しても，生命を尊重する精神を養う。

授業の進め方,
学習方法

１　自作プリントを用いて授業を進め，自然現象への興味や疑問を抱きながら学習に取り組む。
２　プリントが終わるごとに各自で学習事項のチェックを行い，一時間ごとに基本的知識の定着を図る。
３　単元が終わるごとに観察・実験を行い，基本的な実験機器の操作や観察の技能を習得し，レポート提出を通して表現力を身につける。
４　２学期からは問題演習を中心に取り組み，読解力・考察力を身につける。

学　　習　　計　　画

単　　元 学　　習　　内　　容 評価の観点

１学期

生物基礎で学習する内容の概要を把握させる。
植生の構造や，遷移のしくみについて学習する。
バイオームの分布は気温と降水量によって決まることを学習する。
生態系の成り立ち，生態系における物質循環とエネルギーの流れについて学習す
る。
生態系のバランスを保つための身近な例から地球レベルの環境問題までを取り上
げながら学習し，我々にとって自然環境を保全することが大切であることを理解させ
る。

＜関心・意欲・態度＞
バイオーム・生態系に関する授業・実験に臨む態度や取り組みで評
価する。
＜科学的思考力＞
日本のバイオームに関する実験レポートの考察内容で評価する。
＜技能・表現力＞
上記の実験観察における実験機器の操作や観察技能の習得で判
断する。
＜知識・理解＞
定期テストの成績，小テストの成績，実験レポートで判断する。

１学期中間考査

生物の多様性と共通性について理解させる。
多様な生物について，実験観察を行いながら，細胞構造をもつなど共通性に目を向
けさせる。
酵素のはたらき，光合成と呼吸の学習を通して，生物が代謝によってエネルギーを
取り出していることを学習する。
遺伝子の本体であるDNAについて，構造および遺伝情報はその塩基配列にあること
を理解させる。
転写・翻訳・遺伝情報の複製など分子生物学の基礎を理解する。

＜関心・意欲・態度＞
生物の特徴に関する授業や実験に臨む学習の態度や取り組みで
評価する。
＜科学的思考力＞
遺伝子に関する計算問題の考察内容で評価する。
＜技能・表現力＞
顕微鏡における実験機器の操作や観察技能の習得で判断する。
＜知識・理解＞
定期テストの成績，小テストの成績，実験レポートで判断する。

１学期期末考査

２学期

多細胞動物の体内の細胞にとって，体液は一種の環境（体内環境）であることを理
解する。
体内環境を一定に保つしくみや調節方法を理解する。
循環系・腎臓と肝臓の働きについて理解する。
自律神経系と内分泌系，免疫について学習する。身近なトピックを取り上げ，自分自
身の命の営みに目を向けさせる。

＜関心・意欲・態度＞
体内環境に関する授業や実験に臨む学習の態度や取り組みで評
価する。
＜科学的思考力＞
腎臓・酸素解離曲線に関する計算問題の考察内容で評価する。
＜技能・表現力＞
血液観察における実験機器の操作や観察技能の習得で判断する。
＜知識・理解＞
定期テストの成績，小テストの成績，実験レポートで判断する。

２学期中間考査

生物の基本的事項の総復習をするとともに，センター試験直前対策として模擬問題
に取り組む。

＜関心・意欲・態度＞
授業や実験に臨む学習の態度や取り組みで評価する。
＜科学的思考力＞
考察問題の内容で評価する。
＜技能・表現力＞
実験観察における実験機器の操作や観察技能の習得で判断する。
＜知識・理解＞
定期テストの成績，小テストの成績，実験レポートで判断する。

２学期期末考査

３学期

＜関心・意欲・態度＞
授業や実験に臨む学習の態度や取り組みで評価する。
＜科学的思考力＞
考察問題の内容で評価する。
＜技能・表現力＞
実験観察における実験機器の操作や観察技能の習得で判断する。
＜知識・理解＞
定期テストの成績，小テストの成績，実験レポートで判断する。

成績評価方法
４回の定期考査（中間考査・期末考査）の素点を主資料にして，校内実力考査，授業への取り組み，観察・実験に対する態度，実験レポートの評価，課題の提出状況等を総合的に判断して成績を
算出する。

生物の基本的事項の総復習をするとともに，センター試験直前対策として模擬問題
に取り組む。



教　　科 英吾 科　　目 コミュニケーション英語Ⅲ 学年・類型 ３年生 履修形態 必修 授業時数 週４時間

使用教科書

副教材等

コミュニケーションへの
関心・意欲・態度

外国語表現の能力 外国語理解の能力
言語や文化についての

知識・理解

Lesson 1 Ito Jakuchu―
The Rediscovered Artist

200年の時を超越して蘇っ
た伝統絵画の評価とその
技巧に関心を持ち，作品を
鑑賞・考察した結果を周囲
と積極的に英語で意見交
換している。

若冲が現代に及ぼした影
響とその高度な技巧につい
て英語で書き，説明するこ
とができる。他の人に鑑賞
してもらいたいものについ
て英語で書き，意見を言う
ことができる。

やや専門的な絵画の技法
や若冲の言動などについ
て，聞いたり読んだりした
内容に関する質問に英語
で答えることができる。

日本の伝統絵画を多面的
に評価する視点を持ち，特
に現代の科学技術との関
連性について的確に理解し
ている。

Lesson 2
Leaving Microsoft to
Change the World

・人の生き方・人生の進路
の選択に関心を持ち，自分
の進路について考えなが
ら，題材を鑑賞する。
・ウッド氏の人生の選択に
ついて，グループ内で積極
的に英語で意見交換する。

・絵とキーワードを使って，
ウッド氏の人生の進路変更
の様子について口頭で説
明し，自分の意見を述べる
ことができる。
・仮定の状況について，自
分の意見を英語で書き，グ
ループ内でそれを発表して
他のメンバーと意見を交わ
すことができる。

ウッド氏の人生の進路の選
択について読んだり聞いた
りしたことを理解し，内容に
関する質問に答えたり，絵
とキーワードを使って要約
することができる。

・人生の進路の選択につい
て柔軟に考えている。
・自分や身近な人と比較し
て，その共通点や相違点を
的確に理解している。

Lesson 3
A One-Million-Dollar
Lottery Ticket

訴訟を審理する裁判と裁
判制度に関心を持ち，自
分が参加するときのこと
を想像しながら，訴訟の
内容と当事者たちの主
張について理解し考えよ
うとする。

キーワードや絵を使っ
て，当たり宝くじ券の訴
訟の内容を順を追って再
話(retelling)することがで
きる。誰が当たり宝くじ券
の所有者なのかについ
て意見を書き，グループ
内で意見を述べることが
できる。

当たり宝くじ券を巡る訴
訟の内容について，読ん
だり聞いたりしたことを理
解し，内容に関する質問
に英語で答えることがで
きる。

アメリカが訴訟社会と呼
ばれる理由をタイトル
ページのグラフや本文の
内容から理解している。
日本の裁判員制度のあ
らましを理解している。

Lesson 4Recycling
Hotel Soap to Save
Lives

公衆衛生面における世界
の地域間格差の現状に関
心を持ち，資源の再利用や
地域間格差の問題につい
て，自分ができることは何
かを考えようとしている。

キーワードや絵を使って，
カヨンゴ氏の経験と活動内
容を順を追って再話
(retelling)することができ
る。貧しい地域の人々には
どのような問題があり，彼ら
を援助するために何ができ
るかについて書き，グルー
プ内で意見を述べることが
できる。

公衆衛生面における世界
の地域間格差の現状につ
いて，読んだり聞いたりした
ことを理解し，内容に関す
る質問に英語で答えること
ができる。

カヨンゴ氏がグローバル・
ソープ・プロジェクトを設立
した背景や活動内容につ
いて理解している。
地域間格差が発生する原
因や，それが地域住民に
及ぼす影響について理解し
ている。

Lesson 5
Question Authority!

アメリカの子供たちが「権威
を疑う」理由について積極
的に考えようとしている。
「権威」に対する日本人の
態度や対応ぶりとその理由
について積極的に考えよう
としている。

「校則や学校の伝統につい
て異議を唱えたいです
か。」というトピックについて
英語で答えて，50語ほどの
意見を書くことができる。グ
ループ内で，上のトピックに
ついて話し合い，グループ
としての結論を出すことが
できる。

「権威を疑う」というアメリカ
の子供たちの習慣につい
て，読んだり聞いたりしたこ
とを理解し，内容に関する
質問に英語で答えることが
できる。

大小の権威に対する考え
方について，日本人と英米
人との違いを理解してい
る。
権威に対する対応ぶりは変
化する場合もあることを理
解している。

Lesson 6
The True Cost of Fast
Fashion

	ファーストファッションの生
産国における人権侵害と環
境問題について関心を持
ち，その現実的な解決策に
ついて積極的に考えようと
している。

・	質問に答えながら考えた
ことをまとめ，論理性に注
意しながらプレゼンテーショ
ンのアウトラインを書くこと
ができる。

ファーストファッションの生
産国における人権侵害と環
境問題について，読んだり
聞いたりしたことを理解し，
内容に関する質問に英語
で答えることができる。

ファーストファッションの生
産国における労働環境と賃
金，環境問題について理解
している。

Lesson 7
What Is College For?

大学の存在意義について
関心を持ち，大学教育の望
ましい姿について考えよう
としている。

「大学では一般教養科目を
教えるべきではない。」とい
う論題に関する質問に英語
で答えたり，50語ほどの意
見を書いたりすることがで
きる。

アメリカの大学教育につい
て，聞いたり読んだりしたこ
とを理解し，内容に関する
質問に英語で答えることが
できる。

アメリカ合衆国の大学教育
の長所と短所について理解
している。
日米の大学教育の類似点
や相違点について理解して
いる。

Lesson 8
Attitudes toward Time

世界中の文化圏及び各国
の人々の，時間に対する姿
勢の相違について関心を
持ち，それらを理解しようと
している。時間に対する姿
勢の相違についての仮説
を理解しようとしている。

「日本人はなぜ時間を強く
意識するのか。」というト
ピックについて英語で答え
て，50語ほどの意見を書く
ことができる。

世界中の文化圏及び各国
の人々の，時間に対する姿
勢の相違について，聞いた
り読んだりしたことを理解
し，内容に関する質問に英
語で答えることができる。

異なる文化圏における人々
の時間に対する姿勢につ
いて，日本人との相違を知
ることによって，その人々と
よりよい関係を築くのに役
立つことを理解している。

Lesson 9
Science of Love

恋愛感情を論理的分析的
に考察することに関心を持
ち，自分自身の経験も振り
返りながら，恋愛感情につ
いて考えようとしている。

「理想の恋人はどんな人
か。」というトピックについて
英語で答えて，50語ほどの
意見を書くことができる。

世界中の恋愛感情の研究
内容について，聞いたり読
んだりしたことを理解し，内
容に関する質問に英語で
答えることができる。

1つのテーマに対して多角
的な考察が必要なことを理
解している。人間の感情で
さえ脳の働きと捉え，それ
を科学的に研究する方法
があることを理解している。

Lesson 10
Human BUYology

最新のマーケティング戦略
を通して企業活動に関心を
持ち，その現状について積
極的に理解しようとしてい
る。

「店舗のマーケティング戦
略」というトピックについて
の質問に答えてから，論理
性に注意しながらプレゼン
テーションのアウトラインを
書くことができる。

企業活動の現状について，
読んだり聞いたりしたことを
理解し，内容に関する質問
に英語で答えることができ
る。

現代の企業活動にどのよう
な問題が潜んでいるかを的
確に理解している。「賢明な
消費者」になるためには，
どのようなことに気をつけ
ればいいかを理解してい
る。

Prominence English Communication III（東京書籍）

Cutting Edge (Blue)→Cutting Edge (Orange)(エミル出版)，大学入学共通テストリスニング分野別10 min.(エミル出版)，必携英単語LEAP（数研出版）

学習目標
1. 英語を通じて，積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を身につける。
2. 英語を通じて，情報や考えなどを的確に理解し，適切に伝えたり発表したりする能力を伸ばす。

授業の進め方,
学習方法

Teacher-centered や Student-centered の授業方法を用いる。教材の内容に応じて，精読，速読を使い分け，長いまとまりのある英文の理解する。トピックに沿って文章を要約する力を身に着ける。また，課の
最後にトピックに関する自分の意見を書いてまとめたり，口頭で発表する場を設ける。
リスニング教材を用いて様々なテーマに沿った会話やモノローグを聞き，ディクテーションや音読などの活動を通して英語を理解したり表現したりする。

学　　習　　計　　画

単　　元 学　　習　　内　　容

評価の観点

明治以降，一般から忘れ去られていた江戸の絵師，伊藤若冲。第2次世界大戦
後，若冲の存在を世に知らしめたのは，何とアメリカ人コレクターだった。若冲
の絵の特徴や独特の技巧について読み解き，日本の美術について考える。

世界的な大企業の青年重役が，会社を辞めて世界中の子供たちに教育の機
会を与えるNPOを創設する。彼の人生における新たな進路の選択について考
える。

100万ドルの当たり宝くじ券を巡って，アメリカで三つ巴の裁判訴訟が起こった。
所有権を主張する3人の訴えを読み，その所有権は誰にあるのかを考える。

１学期中間考査

ウガンダからの難民デレク・カヨンゴ氏が，アメリカのホテルで廃棄される石鹸
を再利用して，発展途上国の衛生環境の改善に貢献する活動を始める。カヨン
ゴ氏の活動を通して，世界の衛生状態の格差や乳幼児の死亡率などについて
考える。

日本人とアメリカ人とでは大きく異なる，「権威」に対したときの考え方や態度に
ついて学び，その違いがどのような行動になって表れるかについて考える。
「校則や学校の伝統について異議を唱えたいですか。」というトピックについて，
意見を書いたりグループ内で話し合って結論を出したりする。

学　　期

１学期

ファーストファッションの衣料品は，流行を取り入れているのに安価なので，消
費者は何も考えずに買い求めてしまう。その生産に伴う，いくつかの深刻な問
題について考える。

学校教育の総仕上げとも言える大学教育が，アメリカではこの数十年の間に，
より多くの収入が期待できる職業を得るための資格となってしまった。大学は何
のためにあるのかという問いを，現在の社会情勢と照らし合わせつつ，広い視
野をもって考える。

１学期期末考査

世界の各地域における時間に対する考え方や対応の仕方の相違は，どこから
生まれるのだろうか。世界中の事例といろいろな仮説を読み解きながら，時間
に対する人々の姿勢について考える。

人間にとって普遍的なものと考えられる恋愛感情だが，世界中のいろいろな分
野の研究者が分析したところ，脳と身体に働きかけるいくつかのホルモンと関
係があることが分かった。人間と恋愛感情について考える。

現在最新のマーケティングは，直接的間接的に人の五感に訴える手法を用い
るまでに進歩している。このマーケティング戦略を通して，企業活動について考
える。

２学期中間考査

２学期



コミュニケーションへの
関心・意欲・態度

外国語表現の能力 外国語理解の能力
言語や文化についての

知識・理解

Lesson 11
The Robots Are Coming
—Aren’t They?

人型ロボットの可能性やコ
ンピューターの現在の状態
に関心を持ち，それらの問
題点や将来の予想につい
て理解しようとしている。

「人型ロボットを作る必要は
ない。」という論題に関する
質問に英語で答えたり，50
語ほどの意見を書いたりす
ることができる。

人型ロボットの可能性やコ
ンピューターの現在の状態
や将来について，読んだり
聞いたりしたことを理解し，
内容に関する質問に英語
で答えることができる。

科学的な課題を論証すると
きの典型的な論理展開を
理解している。多様なロ
ボットを含むコンピューター
機器の現状について正しい
知識を持ち，理解してい
る。

Lesson 13
Technology as Trash

	電気電子機器の廃棄物に
ついて関心を持ち，その処
分の仕方を改善する方法
を理解しようとしている。

「先進国は中古機器を発展
途上国に輸出すべきであ
る。」という論題についての
質問に，英語で答えて発表
することができる。

電気電子機器の廃棄物に
ついて，聞いたり読んだりし
たことを理解し，内容に関
する質問に英語で答えるこ
とができる。

環境問題やリサイクルにつ
いて，その現状と問題点を
理解している。環境問題を
引き起こす責任は消費者に
もあるが，問題を改善させ
る力もあることを理解してい
る。

Lesson 14
The Flight from
Conversation

インターネット通信と面と向
かってする会話の違いに関
心を持ち，会話の重要性に
ついて理解しようとしてい
る。

「コミュニケーションは会話
よりもむしろモバイル接続
によって行われるべきであ
る。」という論題についての
質問に答えたり，50語ほど
の意見を英語で書いたりす
ることができる。

インターネット通信と面と向
かってする会話の違いや独
りで居ることの意味につい
て，聞いたり読んだりしたこ
とを理解し，内容に関する
質問に英語で答えることが
できる。

現代のインターネット通信
社会の長所と短所を理解し
ている。会話をしたり，逆に
独りで居ることの重要性に
ついて考えている。

Lesson 15
Bring New Light on
Traditional Assumptions

独創的な発想を用いて難
問を解決することに関心を
持ち，そうすることの意味を
理解しようとしている。

「私の個人的な価値観」と
いうトピックについての質問
に英語で答えて，50語ほど
の意見を書くことができる。

独創的な発想を用いて難
問を解決することについ
て，聞いたり読んだりしたこ
とを理解し，内容に関する
質問に英語で答えることが
できる。

独創的な発想を生み出すこ
との重要性と，難題を解決
する機会があれば積極的
に挑む必要があることを理
解している。

Lesson 16
TOKYO SKYTREE: A
Gathering Place Up in
the Heavens

デザインに日本の伝統文
化を取り込み最新の建築
技術を用いた建造物に対し
て関心を持ち，その建設の
理念を理解しようとしてい
る。

外国人に高い評価を受け
る日本製品か科学技術に
ついて，質問に答えながら
調べたことをまとめ，論理
性に注意しながらプレゼン
テーションのアウトラインを
書くことができる。

東京スカイツリーの建設に
ついて，聞いたり読んだりし
たことを理解し，内容に関
する質問に英語で答えるこ
とができる。

日本の伝統文化が現代の
科学技術にどのように応用
されているかについて正し
い知識を持ち，理解してい
る。

「人か人以上の能力がある人型のロボットを作ることは，可能だろうか。」という
問いについて，技術面と経済面の両面から考える。

単　　元 学　　習　　内　　容

評価の観点

学　　期

成績評価方法
上記の教科書を用いた活動に加え，副教材の読解問題集（Cutting Edge）で速読と精読の演習，リスニング教材を用いたリスニング演習を通じての，受験の対策を行い，語彙力増強のための小テストも定期的に
行う。
これら全般の学習活動について，a. 言語活動に取り組む態度 ／ｂ. 課題等の提出 ／ｃ. 小テスト・定期考査・評価問題をもとに，総合的に判断し，評価する。

増加の一途をたどるパーソナルコンピューターやスマートホンなどの電気電子
機器の廃棄物が，発展途上国で引き起こしている深刻な環境被害について考
える。

インターネット通信の発達により，人々は仮想世界で多くの時間を過ごすように
なった。その結果，面と向かっての会話や独りになって自分を見つめる時間が
減少してしまった。そのような社会状況について考える。

スタンフォード大学のスィーリグ教授の課題は「5ドルを資本金にして2時間でお
金をいくら稼げるか。」というもの。この難題に挑む学生たちの独創的な発想と
行動，その結果について考える。

２学期期末考査

３学期

自立式放送塔としては世界一の高さを誇る東京スカイツリーは，数々の創意に
満ちた土木・工学技術と日本古来の伝統的なデザインとを融合させた建造物で
ある。その構造の詳細と建設の理念について学ぶ。

学年末考査

２学期



教　　科 外語供御 科　　目 英語表現Ⅱ 学年・類型 ３年生 履修形態 全員 授業時数 週２時間

使用教科書

副教材等

学　　期

８関係詞 14比較の応用

９時間の表現 15譲歩表現

10数字の表現 16重要表現１

11仮定，条件の基本 17重要表現２

12仮定，条件の応用 18Aは･･･だ

13比較の基本

1主語の決定１ 7動詞の語法

2主語の決定２ ８関係詞

3目的の表現

4理由の表現

5時制１

6時制２

９時間の表現 15譲歩表現

10数字の表現

11仮定，条件の基本

12仮定，条件の応用

13比較の基本

14比較の応用

16重要表現１

17重要表現２

18Aは･･･だ

長文英作

自由英作

自由英作

入試問題

DUALSCOPE English Expression Ⅱ（数研出版）

入試必携　英作文　Write to the Point（数研出版）

学習目標 英語を用いて積極的にコミュニケーションを図る姿勢を育てるとともに，自分の意思や考え，起こった事実を，論理的に考えながら適切な英語を用いて表現する能力を養う。

授業の進め方,
学習方法

1，2年で培った語彙，文法，語法の知識をベースに，モデルになる英文を正しく理解し，それらを踏まえたうえで，多種多様な日本語の意味をどのように英語で表せるかを学ぶ。また，様々なシチュ
エーションで自分の考えを伝え，また相手の意見を踏まえながら，さらにコミュニケーションを深めていくようなペアワークも適宜行う。

学　　習　　計　　画

単　　元 学　　習　　内　　容 評価の観点

１学期
１学期中間考査

２学期 ２学期中間考査

２学期期末考査

成績評価方法 定期考査・授業中の小テスト・中テスト・学期末のスピーキングテスト，授業への取り組み姿勢を総合的に評価

関係詞，時間表現，数字表現，仮定法表現，比較表現，譲歩表現，重要構文などの
使い方を例文をもとに確認し，様々な日本語表現を英語で表す際の方法を学習す
る。

①語彙，文法，語法の知識を正しく持ち合わせているか。
②日本語が表す意味を考えず，逐語的に英語に置き換えようとして
いないか。
③平易な英語を適切に使い，シンプルでわかりやすい英語表現で
表すことができるか。

適切な主語の選び方，目的表現，理由表現，様々な時制，関係詞などの使い方を例
文をもとに確認し，様々な日本語表現を英語で表す際の方法を学習する。

①語彙，文法，語法の知識を正しく持ち合わせているか。
②日本語が表す意味を考えず，逐語的に英語に置き換えようとして
いないか。
③平易な英語を適切に使い，シンプルでわかりやすい英語表現で
表すことができるか。

時間表現，数字表現，仮定法表現，比較表現，譲歩表現などの使い方を例文をもと
に確認し，様々な日本語表現を英語で表す際の方法を学習する。

①語彙，文法，語法の知識を正しく持ち合わせているか。
②日本語が表す意味を考えず，逐語的に英語に置き換えようとして
いないか。
③平易な英語を適切に使い，シンプルでわかりやすい英語表現で
表すことができるか。

様々な重要構文の使い方を例文をもとに確認し，様々な日本語表現を英語で表す
際の方法を学習する。これまでに学習した幅広い知識をもとに，難解な長文の日本
語を英語で表す際の方法を学習する。また幅広い状況，様々な条件で自分の意見
を表す演習を行う。

①語彙，文法，語法の知識を正しく持ち合わせているか。
②日本語が表す意味を考えず，逐語的に英語に置き換えようとして
いないか。
③平易な英語を適切に使い，シンプルでわかりやすい英語表現で
表すことができるか。
④自分の意見を論理的に述べているか。

３学期
必要に応じ添削指導などを通じてそれぞれの目指す大学への準備を手助けする。

学年末考査



教　　科 芸術 科　　目 音楽Ⅱ 学年・類型 ３年生・文系 履修形態 選択 授業時数 週２時間

使用教科書

副教材等

学　　期

歌唱

糸　何度でも　Imagine

見上げてごらん夜の星を

鑑賞

音楽史上の大事件『春の祭典』

ソルフェージュテストⅠ 新曲視唱・視奏　聴音（旋律）

歌唱・器楽

からたちの花　浜千鳥 楽譜に示された作曲者の意図を読み取って表現の工夫をする。

Stand by me　　ノルウェーの森 ギターのTAB譜を読み取って，ギターアンサンブルをする。

鑑賞

カルメン

演奏発表Ⅰ 生徒の能力に応じて設定した課題曲を発表する。

創作

BGMをつくろう

鑑賞

日本の作曲家による映画音楽

ソルフェージュテストⅡ 新曲視唱・視奏　聴音（和声）

歌唱・器楽

愛の喜び　優雅な月よ

うつろな心　America

One　雨にぬれても リズムの特徴を生かしながら合奏や合唱する。

鑑賞

時代を超えて鳴り響く《怒りの日》

演奏発表Ⅱ 生徒の能力に応じて設定した課題曲を発表する。

鑑賞

ラーマ物語を題材とした芸能

平家物語の音楽

歌舞伎とシェークスピアの出会い

ソルフェージュテストⅢ 新曲視唱・視奏　聴音（二声）

教育芸術社　高校生の音楽２

なし

学習目標 音楽の諸活動を通して，生涯にわたり音楽を愛好する心情を育てるとともに，感性を高め，個性豊かな表現の能力と主体的な鑑賞の能力を伸ばし，音楽文化についての理解を深める。

授業の進め方,
学習方法

A表現に関して，生徒の特性を考慮し，視唱と視奏および読譜と記譜の指導を含めながら，歌唱，器楽，創作を指導する。B鑑賞に関して，楽曲の文化的・歴史的背景や，作曲者及び演奏者による
表現の特徴を理解して鑑賞するとともに，音楽と生活や社会とのかかわりを考えさせ，音環境への関心を高めるように指導する。A，Bどちらかに偏らないよう配慮して指導する。

学　　習　　計　　画

単　　元 学　　習　　内　　容 評価の観点

１学期

楽曲の雰囲気に合った歌い方を工夫し，歌詞に込められた思いを感じ取り，表現の
工夫をして歌う。

曲想を歌詞の内容や楽曲の背景とかかわらせて理解し，イメージを
もって歌おうとしている。
曲種に応じた発声の特徴と表現上の効果とのかかわりを理解し，
表現を工夫して歌おうとしている。

楽曲の文化的・歴史的背景や作曲者及び演奏者による表現の特
徴について理解を深めて鑑賞できたか。

斬新なリズムと響きによる表現を感じ取って，音楽史におけるリズムや和声の変遷
について理解を深める。

１学期中間考査

様々な表現形態による歌唱の特徴と表現上の効果との関わりを理
解し，表現の工夫をしようとしている。
ギターの音色や奏法の特徴と表現上の効果との関わりを理解し，
表現を工夫して演奏しようとしている。

声や楽器の音色の特徴と表現上の効果とのかかわりを理解して鑑
賞できたか。

オペラの登場人物別にアリアの特徴を聴き比べ，作曲家がどのように音楽で描写し
ているかを理解する。

１学期期末考査

２学期

音素材や音階の特徴を生かして場面の雰囲気にあったBGMを作る。
著作権について知り，著作物を尊重する態度を身につける。

音階を選んで旋律を作り，音素材の特徴を生かし，反復，変化，対
照などの構成を工夫して，イメージをもって創造的に音楽を作ること
ができる。

身の回りの音楽に関心をもち，主体的に音楽を創造的に味わおうと
している。

音楽史における音楽と生活の関わり，映画音楽等BGMの変遷を理解し，音環境へ
の関心を高める。

２学期中間考査

イタリア語の発音に注意して，表情豊かに歌う。
拍の組み合わせを感じて，表現の工夫をする。

成績評価方法

演奏発表（１．２学期） ：　生徒に応じた歌唱・器楽の演奏発表（編曲作品を含む），創意工夫を生かした音楽表現
ソルフェージュ（１．２．３学期）　：　新曲視唱および視奏　聴音　音楽理論の演習，音楽を形づくっている要素の働きの感受
鑑賞の感想提出　：　音楽史に関する知識を深めながら，作曲者それぞれの作曲様式や楽曲の特徴を理解し，音楽と社会のかかわりについて考察。
特別非常勤講師による実技指導と演奏評価

音楽を形作っている要素とそれらの働きを理解しながら，創造的に
表現を工夫して歌ったり，演奏しようとしている。
曲想を楽曲の背景と関わらせて，理解し，イメージをもって主体的
に個性豊かに表現しようとしている。

音楽を形作っている要素とそれらの働きを理解しながら，楽曲や演
奏について根拠をもって批評できるか。特定のイメージを呼び起こす旋律を，様々な作曲家がどのように作品に取り入れて

いるかを聴き比べることにより，音楽史の理解を深める。

２学期期末考査

３学期

文学と音楽の結びつきによって生まれた日本の作品や世界の芸能を味わい，それ
ぞれの特徴を理解し，新しい音楽の可能性について考える。

我が国の伝統音楽を含む多様な音楽文化について，それぞれの特
徴についての理解を深めて鑑賞しようとしている。

学年末考査



教　　科 保健体育 科　　目 体育 学年・類型 3学年全員 履修形態 必修 授業時数 2単位

使用教科書

副教材等

学　　期

成績評価方法

学習活動（次の①～④の４観点で評価），技能テスト，課題レポート（学習ノート含む），出欠席状況を総合的に評価します。
①各運動に意欲を持って取り組んでいるか。積極的に取り組んでいるか。
②的確に状況を判断し，互いに協力して安全に運動を行うことができるか。
③能力を最大限に発揮し運動を行っているか。それぞれの運動種目の技能を身につけることができたか。
④それぞれの運動種目の特性，ルールを理解し行動することができたか。
Ⅰ～Ⅲのそれぞれの種目ごとに①～④の4観点で総合的に評価します。

Ⅱ テニス・卓球・サッカー・
　　バレーボール・
　　バスケットボール
 　　（５種目から選択）

【運動の技能】
各種目それぞれにおける基本的な技能を習得しているか。それら
の技能を実践の場において総合的に発揮することができるか。

Ⅲ 持久走
【知識・理解】
各種目それぞれの特性を理解し，言語技術を活用して説明すること
ができるか。競技方法やルールについて理解しているか

学　　習　　計　　画

単　　元 学　　習　　内　　容 評価の観点

１，2，3学期

授業最初に男子：2400ｍ，
女子：2000ｍの持久走を行う。
（この持久走の取り組みに
ついても評価に入れます。）

  ●体つくり運動

　●ソフトボール
　　　スローイング・キャッチング・バッティング・フットワークゲーム運営(戦術）　など

　●ハンドボール
　　　ドリブル・シュート（ジャンプ・ステップ）・各種パス
　　　各種フォーメーション(戦術）　など
　
　●バレーボール
　　　アタック・レシーブ（アンダーハンド・オーバーハンド）
　　　三段攻撃・競技運営　など

　●テニス
　　　サーブ・ボレー・ストローク・ハーフコートラリー
　　　ミニゲーム(シングルス・ダブルス）　　など

　●卓球
　　　フォアハンド・バックハンド・ストローク・サーブ
　　　シングルスゲーム・ダブルスゲーム　　など

　●バドミントン
　　　ストローク（オーバーヘッド・サイドアーム・アンダーアーム）
　　　サービス（ロング・ショート）
　　　フライト（ハイクリア・ドロップスマッシュ・ドライブなど）
　　　簡易ゲーム・ゲーム　など

　●サッカー
　　　各種トラップ・各種パス・各種シュート・３対１，４対１，
　　　５対５のミニゲーム，ゲーム　など

　●バスケットボール
　　　ドリブル・シュート（ジャンプ・レイアップ）・各種パス
　　　各種フォーメーション(戦術）　など

　●長距離走（４２．１９５ｋｍを８回で走破）

【関心・意欲・態度】
各種目それぞれについての関心を持ち，意欲的に取り組む態度が
身についているか。

Ⅰ テニス・卓球・ソフトボール・
　　バドミントン・ハンドボール
　　（５種目から選択）

【思考・判断】
各種目それぞれについての特性を理解し，それぞれの課題に応じ
て練習できているか。実践の場において成果をだすための的確な
判断ができているか。

なし

なし

学習目標

　体育の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けた学習過程を通して，心と体を一体として捉え，生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続するとともに，自己の状況
に応じて体力の向上を図るための資質・能力を次の通り育成することを目指す。
①運動の合理的，計画的な実践を通して，運動の楽しさや喜びを深く味わい，運動の多様性や体力の必要性について理解するとともに，それらの技能を身につけるようにする。
②生涯にわたって運動を継続するための課題を発見し，自己や仲間の考えたことを他者に伝える力を養う。
③運動における競争や協働の経験を通して，公正に取り組む態度や，互いに協力する意欲を育てるとともに，健康・安全を確保して，生涯にわたって運動に親しむ態度を養う。

授業の進め方,
学習方法

　生徒が運動領域・種目の選択を行う選択制授業を展開している。



教　　科 学校設定科目 科　　目 人文探究・数理探究 学年・類型 人文・数理探究類型３年 履修形態 必修 授業時数 1

使用教科書

副教材等

学　　期

英語ポスター発表準備

英語プレゼンテーション準備

論文執筆 基本フォーマット

論文執筆 引用ルールの理解

３学期

学年末考査

成績評価方法 それぞれの採点表に基づく。

プレゼンテーションコンテスト

２学期

論文の構成について理解する

論文特有の表現に慣れる

論文印刷

研究の質

構成の工夫

簡潔さ・論理展開

英語

発表のスキル

学　　習　　計　　画

単　　元 学　　習　　内　　容 評価の観点

１学期

ポスター

構成

研究の質

発表のスキル

ポスターセッション

特に定めない

特に定めない

学習目標

わかりやすい英語で，専門知識がない人にも伝わる発表を工夫する。また，専門知識のある人にも受け入れてもらうことができるクオリティの発表準備をする。
アカデミックな論文のフォーマットについて理解する。

授業の進め方,
学習方法

必要事項の説明と作業，個人指導，音声指導，添削指導，デリバリー指導など


